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（
３
）

し
た
ら
し
い
。

〃
美
術
解
剖
学
“
と
い
っ
た
、
こ
の
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
語
は
、
い
っ
た
い
何
を
研
究
し
た
り
、
教
え
た
り
す
る
学
問
で
あ
ろ
う
か
。
解
剖
学
と
い
え
ば
、

ふ
つ
う
一
般
に
は
生
物
体
を
切
り
開
い
て
、
そ
の
内
部
構
造
を
観
察
記
述
す
る
学
問
の
意
で
あ
る
。

人
は
”
美
術
解
剖
学
“
と
い
う
こ
と
ば
を
聞
い
た
ら
、
絵
が
描
か
れ
た
キ
ャ
ン
バ
ス
や
掛
軸
な
ど
を
メ
ス
で
切
っ
て
調
べ
、
顕
微
鏡
や
光
線
を
利
用
し
て
真

（
１
）

偽
を
鑑
定
し
た
り
、
美
術
品
そ
の
も
の
を
解
部
す
る
学
問
で
あ
る
と
考
え
が
ち
で
あ
る
。
が
、
じ
っ
は
芸
術
作
ロ
叩
の
解
体
と
は
な
ん
の
関
係
も
な
い
の
で
あ
る
。

（
２
）

美
術
解
剖
学
は
十
五
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
の
ル
、
ネ
サ
ン
ス
期
に
発
生
し
た
も
の
で
、
東
洋
の
美
術
界
に
は
全
然
起
ら
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
。

美
術
解
剖
学
と
い
え
ば
、
い
つ
ば
ん
の
人
々
は
何
の
こ
と
か
理
解
し
づ
ら
い
か
ら
、
む
し
ろ
芸
術
に
応
用
さ
れ
る
解
剖
学
と
い
っ
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
。

昭
和
十
年
（
’
九
三
五
）
に
東
京
美
術
学
校
の
彫
刻
科
木
彫
部
に
入
学
し
た
西
村
公
朝
（
の
ち
東
京
芸
術
大
学
名
誉
教
授
）
の
談
話
に
よ
る
と
、
当
初
、
西

田
正
秋
助
教
授
の
「
解
剖
学
大
意
」
（
美
術
解
剖
学
の
講
義
名
称
）
に
お
ど
ろ
い
た
と
い
い
、
美
術
学
校
で
い
っ
た
い
何
を
解
剖
す
る
の
か
、
ふ
し
ぎ
な
気
が

て
お
こ
う
。

芸
術
と
い
え
ば
、
そ
の
中
に
文
芸
・
絵
画
・
彫
刻
・
音
楽
・
演
劇
な
ど
す
べ
て
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
狭
義
の
絵
画
と
彫
刻
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
し

美
術
解
剖
学
と
は
な
に
か
。

曰
本
に
お
け
る
美
術
解
剖
学

宮
永
孝
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と
あ
る
。

こ
の
あ
と
十
年
ほ
ど
美
術
解
剖
学
の
専
門
書
を
み
る
こ
と
は
な
い
が
、
や
が
て
森
鴎
外
と
久
米
桂
一
郎
の
共
著
が
す
が
た
を
現
わ
す
。

つ
い
で
明
治
期
さ
い
ご
の
刊
本
に
み
ら
れ
る
定
義
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

こ
う
け
い

機
転
等
を
尋
究
Ｉ
美
術
に
肯
緊
（
急
所
ｌ
引
用
者
）

彫
刻
中
に
転
化
せ
し
む
る
に
在
り

・
ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
○
○
○
○
○
○

芸
用
（
美
術
ｌ
引
用
者
）
解
剖
学
を
ば
、
西
洋
に
て
造
形
的
解
剖
学
「
フ
外
形
解
剖
学
と
い
ふ
。
（
中
略
）
芸
用
解
剖
学
は
外
に
あ
ら
は
る
と
人
身
の
器
具
を
数
へ
て
、（
４
）

そ
の
相
連
繋
す
る
状
を
説
き
、
兼
ね
て
又
諸
器
の
運
用
に
つ
き
て
説
く
所
あ
る
べ
き
な
り
（
繍
獅
』
→
鯛
同
選
『
芸
用
解
剖
学
骨
論
之
部
』
画
報
社
、
明
治
舶
・
２
）

む
け
い

故
二
斯
学
二
通
明
せ
す
億
度
無
稽
（
で
た
ら
め
ｌ
引
用
者
）
に
し
て
製
作
す
る
所
の
も
の
ハ
果
し
て
奇
形
怪
状
を
免
る
、
蚤
こ
と
難
か
る
へ
し

あ
」
・

つ
と
・
・

ま
た

豈
に
深
く
鑑
み
さ
る
ん
け
ん
や
欧
州
各
国
は
夙
に
斯
学
を
唱
導
‐
‐
‐
‐
‐
人
其
書
も
亦
勘
な
か
ら
す
…
…

本邦初の美術解剖学の専門書。

〔東京芸術大学附属図書館蔵〕

斯
学
（
美
術
解
剖
学
Ｉ
引
用
者
）
は
記
載
解
剖
学
に
淵
源
１
１
人
体
の
諸
部
、
衆
篇
形
質
、
連
続
、

な
る
本
然
の
形
状
（
も
と
の
ま
ま
の
姿
ｌ
引
用
者
）
、
自
然
の
常
機
を
詳
叙
１
－
美
術
者
を
し
て
其
実
相
を
絵
画
、

明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
、
わ
が
国
で
刊
行
さ
れ
た
美
術
解
剖
学
書
に
み
ら
れ
る
”
美
術

解
剖
学
“
の
定
義
に
関
す
る
も
の
を
二
、
三
紹
介
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
ｏ

田
口
茂
一
郎
の
『
美
術
応
用
解
剖
学
全
』
（
師
、
×
棚
興
厚
さ
約
旧
皿
本
文
四
十

頁
、
図
版
十
三
葉
）
は
、
明
治
二
十
五
年
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
わ
が
国
で
最
も
古
い
斯
学
の
書

物
で
あ
る
。

そ
の
「
緒
言
」
に
、
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日本における美術解剖学

iLl
大
正
期
に
入
る
と
、
桜
井
恒
次
郎
の
『
美
術
解
剖
学
ノ
栞
』
（
南
江
堂
書
店
、
大
正
２
．
６
）
、
川
村
多
実
こ
の
「
芸
用
解
剖
学
」
（
興
文
社
、
大
正
２
．
ｍ
）
、

中
村
不
折
の
『
芸
術
解
剖
学
』
（
曰
本
美
術
学
院
、
大
正
４
．
３
）
な
ど
の
専
門
書
が
三
冊
ほ
ど
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
桜
井
と
中
村
の
論
著
に
み

ら
れ
る
定
義
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

凡
ソ
人
体
ノ
結
構
（
構
造
ｌ
引
用
者
）
ヲ
攻
究
ス
ル
学
ヲ
人
体
解
剖
学
ト
云
う
、
而
シ
テ
欧
米
諸
国
ノ
例
二
拠
ル
ー
ー
、
解
剖
学
中
別
二
美
術
二
関
す
る
一
分
科
ヲ
設
ヶ
、

美
術
学
習
ノ
徒
二
課
シ
、
実
二
斯
学
専
攻
ノ
学
者
、
其
任
二
当
ル
ヲ
常
ト
ス
（
鈴
木
文
太
郎
『
美
術
解
剖
学
』
松
崎
蒼
乢
堂
、
明
治
ｕ
・
７
）

美
術
解
剖
学
卜
云
フ
ノ
ハ
、
解
剖
学
ノ
中
デ
、
美
術
家
二
必
要
ナ
ル
部
分
、
即
チ
人
体
ノ
外
面
二
顯
ハ
レ
テ
居
ル
状
態
ヲ
研
究
ス
ル
学
問
デ
ァ
ル
、
広
キ
意
味
二
於
テ

た
と
え

ハ
、
人
体
二
限
ラ
ズ
、
他
ノ
動
物
、
例
令
（
馬
牛
犬
猫
鳥
魚
等
二
就
テ
モ
亦
、
美
術
解
剖
ガ
ア
ル
訳
デ
ァ
ル
（
桜
井
恒
次
郎
『
美
術
解
剖
学
ノ
栞
』
南
江
堂
書
店
、
大
正

２
．
６
）

而
し
て
此
の
芸
術
（
美
術
解
剖
学
の
こ
と
Ｉ
引
用
者
）
の
基
礎
と
し
て
は
、
西
洋
で
は
人
体
の
研
究
を
以

饗
口
嚇
…
■
… linil

鴎外と久米の合著

『芸用解剖学骨論之部』の扉６

〔鴎外記念本郷図書館蔵〕

て
第
一
に
置
い
て
居
る
。

久米が『美術評論』や鴎外との合著「芸用

解剖学』を著すとき利用したデュヴァルと

ピカルの共著。

〔東京芸術大学附属図書館蔵〕

而
し
て
そ
れ
は
単
に
絵
画
の
み
で
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も
と
に
挿
絵
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
、
⑪
頭
蓋
の
郷

ど
に
関
す
る
小
記
事
（
十
二
頁
）
を
発
表
し
た
。

な
お
刊
本
と
は
別
に
、
大
正
期
に
は
美
術
雑
誌
等
に
人
体
芸
術
に
つ
い
て
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
大
正
十
年
ご
ろ
田
辺
至
が

『
美
術
新
論
』
（
第
三
巻
・
第
三
号
）
か
ら
「
人
体
の
解
剖
」
と
題
し
、
五
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

田
辺
は
、
か
ね
て
人
体
の
表
現
研
究
を
重
視
し
、
「
美
術
解
剖
と
か
デ
ッ
サ
ン
の
習
技
と
か
は
、
そ
れ
が
芸
術
上
の
最
高
目
的
に
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
そ

の
過
程
と
し
て
は
絶
対
に
無
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
（
「
人
体
大
観
」
『
美
術
新
論
』
第
五
巻
・
第
八
号
所
収
）
と
い
っ
て
い
る
。

か
れ
の
「
人
体
の
解
剖
」
は
、
「
解
剖
学
と
云
ふ
様
な
六
ヶ
敷
い
立
場
か
ら
で
な
く
、
単
に
人
物
を
主
材
と
し
て
扱
ふ
場
合
の
参
考
に
供
し
た
い
」
た
め
と

い
い
、
フ
ラ
ン
ス
の
解
剖
学
者
ポ
ー
ル
・
リ
シ
ェ
の
著
書
か
ら
抜
い
た
骨
や
筋
肉
の
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
体
を
構
成
す
る
こ
れ
ら
の
も
の

と
芸
術
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
説
明
は
皆
無
で
あ
り
、
い
さ
さ
か
も
の
足
り
な
い
気
が
し
な
い
で
も
な
い
。

東
京
美
術
学
校
教
授
の
久
米
桂
一
郎
も
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
五
月
、
「
ア
ル
ス
大
美
術
講
座
第
一
巻
』
に
、
「
芸
用
解
剖
学
」
の
タ
イ
ト
ル
の

も
と
に
挿
絵
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
、
⑪
頭
蓋
の
外
形
、
顔
面
の
外
形
（
Ａ
・
額
、
Ｂ
・
眉
、
Ｃ
・
眼
、
Ｄ
・
鼻
、
Ｅ
，
□
、
Ｆ
，
願
、
Ｇ
・
頬
、
Ｈ
・
耳
）
な

美
術
家
が
人
体
を
描
い
た
り
、
彫
っ
た
り
す
る
と
き
に
、
い
ち
ば
ん
大
切
な
、
頭
や
顔
の
各
部
分
を
解
剖
学
的
に
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
期
〔
戦
前
〕
の
斯
学
の
専
門
書
は
、
東
京
美
術
学
校
助
教
授
・
西
田
正
秋
の
論
著
が
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。

～

は
な
く
、
図
案
、
陶
器
、
寝
台
、
椅
子
等
の
器
具
の
製
作
に
も
尚
ほ
且
つ
其
の
基
礎
と
し
て
裸
体
画
の
稽
古
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
と
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

（
中
略
）
西
洋
で
は
官
立
の
美
術
学
校
に
此
の
講
座
を
設
け
、
｜
股
美
術
家
の
為
に
も
亦
相
当
の
手
続
を
以
て
公
開
す
る
や
う
な
方
針
を
取
っ
て
居
る
（
中
村
不
折
『
芸

術
解
剖
学
』
曰
本
美
術
学
院
、
大
正
４
．
３
）
。

ひ
と
こ
と

先
ず
一
一
一
一
一
口
で
云
へ
ば
美
術
解
剖
学
と
は
、
元
来
は
人
体
或
は
動
物
等
を
解
剖
学
的
立
場
か
ら
観
察
研
究
し
て
、
そ
れ
を
造
形
芸
術
の
製
作
上
の
素
養
の
一
と
す
る
学
術

な
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
曾
て
は
芸
用
解
剖
学
と
訳
さ
れ
た
事
も
あ
っ
た
。

美
術
解
剖
学
と
か
芸
術
解
剖
学
と
か
呼
ば
れ
る
一
種
の
学
術
は
、
そ
の
昔
伊
太
利
文
芸
復
興
期
に
当
っ
て
、
当
時
の
美
術
家
が
人
体
の
構
造
を
会
得
し
よ
う
と
し
て
、

（４）１６７



曰本における美術解剖学

レ
ロ
日
・
目
四
目
耳
・
国
８
は
別
名
シ
ご
呉
○
三
四
四
三
の
宮
と
も
い
う
が
、
そ
れ
は
要
す
る
に
美
術
家
が
人
物
を
芸
術
的
に
再
生
す
る
さ
い
に
必
要
と
さ
れ
る
、

（
６
）

人
体
に
つ
い
て
の
知
識
な
の
で
あ
る
。

『
造
形
美
術
に
応
用
さ
れ
た
初
歩
の
生
理
解
剖
学
』
（
因
｛
①
ミ
①
ミ
ヨ
ｓ
」
ヨ
ミ
・
『
ミ
ロ
蔵
⑰
三
○
町
（
日
邑
ｇ
８
ｓ
ａ
｛
①
守
呈
①
ロ
ミ
蔵
ロ
ミ
ロ
言
ゆ
く
。
旨
・

勺
門
①
の
の
○
国
の
耳
・
宣
昌
の
茸
】
三
□
○
○
○
関
門
隅
ご
目
）
を
執
筆
し
た
、
ト
リ
ノ
の
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ナ
美
術
学
院
の
解
剖
学
教
授
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ベ
ル
テ
ィ
ナ

テ
ィ
司
日
目
・
の
の
８
国
の
三
目
三
は
、
「
美
術
に
応
用
さ
れ
た
解
剖
学
は
、
ふ
つ
う
目
具
○
三
四
口
耳
・
口
８
（
絵
画
解
剖
学
）
と
称
さ
れ
た
」
（
一
一
○
頁
）
と
述

英
語
で

な
ど
と
い
う
。

ま
た
専
門
書
と
は
別
に
戦
前
、
戦
後
に
各
い
ち
ど
解
剖
図
譜
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
柳
亮
監
修
『
芸
用
人
体
解
剖
図
譜
』
［
肥
、
×
獅
皿
厚
さ

約
妬
型
（
東
京
・
春
鳥
会
版
、
昭
和
十
九
年
一
一
月
）
は
、
「
芸
用
人
体
解
剖
学
の
世
界
的
泰
斗
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
仏
国
翰
林
院
の
ポ
ー
ル
・
リ
シ
ャ
ー
ル

（
リ
ッ
シ
ュ
ー
引
用
者
）
の
撰
定
せ
る
と
こ
ろ
に
従
っ
た
」
図
録
で
あ
り
、
ぜ
ん
ぶ
で
二
八
枚
収
め
て
あ
る
。
こ
れ
は
本
邦
初
の
図
譜
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
戦
後
、
『
芸
用
解
剖
図
案
」
（
芸
術
学
院
出
版
部
、
昭
和
筋
・
７
）
が
刊
行
さ
れ
た
の
を
さ
い
ご
に
、
今
に
至
る
も
図
譜
は
出
版
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
諸
家
の
引
用
文
か
ら
、
美
術
解
剖
学
と
は
ど
の
よ
う
な
学
問
か
、
お
よ
そ
そ
の
概
念
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
つ
ぎ
に
こ
の
語
の
起
原

（
語
源
）
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。

べ
て
い
る
。

（
語
源
）
に
つ
い
て

美
術
解
剖
学
は
、

イ
タ
リ
ア
語
で
シ
ロ
呉
○
日
置

フ
ラ
ン
ス
語
で
シ
ロ
呉
日
已
①

ド
イ
ツ
壷
砠
で
勺
百
の
武
の
○
百
の

人
屍
を
解
剖
研
究
し
た
事
に
始
ま
る
（
西
田
正
秋
『
美
術
解
剖
学
論
孜
』
聖
紀
書
房
、
昭
和
、
・
１
）

少
耳
ロ
ロ
呉
○
日
目 四
三
己
８
又
は
少
ロ
呉
・
曰
旨
Ｃ
三
・
国
８

（
５
）

ロ
耳
】
の
→
曰
巨
の
》
シ
ロ
呉
○
口
目
の
ご
］
四
ｍ
は
Ｐ
ロ
の
》
シ
ロ
呉
○
日
』
の
ご
】
茸
。
円
の
の
ｃ
色
の
．
シ
ロ
呉
○
円
己
の
□
の
の
ｍ
ｏ
Ｈ
Ｂ
の
の

シ
ロ
呉
日
日
の
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と

〃
体
を
解
き
さ
く
こ
と
“
、
す
な
わ
ち
解
剖
の
こ
と
で
あ
る
。

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ポ
ー
ザ
ー
ル

美
術
学
校
の
解
剖
学
教
授
で
あ
っ
た
マ
テ
ィ
ー
ァ
ス

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
９
）

ま
た
『
美
術
に
応
用
さ
れ
る
剣
闘
士
の
解
剖
学
』
（
一
八
一
一
一
年
）
を
執
筆
し
た
ジ
ャ
ン
Ⅱ
ガ
ル
ベ
ー
ル
・
サ
ル
ヴ
ァ
ー
ジ
ュ
に
よ
る
と
、

解
剖
学
と
は
、
動
物
を
調
べ
る
技
術
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
動
物
を
形
成
し
て
い
る
部
分
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
解
剖
学
の
研
究
は
、
体
を
構
成
し
て
い
る

部
分
を
系
統
立
て
て
示
す
に
あ
る
。
人
体
が
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
頑
丈
な
部
分
、
や
わ
ら
か
い
部
分
か
ら
成
っ
て
い
る
。

人
体
を
構
成
し
て
い
る
最
初
の
も
の
は
、
骨
格
で
あ
る
。
骨
格
は
人
体
を
構
成
し
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。
と
く
に
骨
学
が
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
人
体

の
構
成
で
あ
る
。
最
後
の
も
の
は
、
体
を
支
え
る
こ
と
に
役
立
ち
、
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
の
要
求
の
た
め
の
動
作
を
決
定
づ
け
る
。
筋
学
の
目
的
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら

ア
ナ
卜
ミ

じ
ん

解
剖
学
と
は
、
こ
の
語
の
語
源
（
皀
員
横
切
っ
て
、
昌
＆
切
断
）
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
肉
体
を
構
成
し
て
い
る
各
部
分
１
１
筋
肉
、
骨
、
腱
、
靭
帯
、
内
臓
‐
１
１

（Ｒｕ）

と
か
、
形
と
か
関
係
な
ど
に
つ
い
て
研
究
す
る
た
め
に
切
り
離
し
た
ハ
ソ
す
る
部
分
に
つ
い
て
調
べ
た
り
す
る
こ
と
で
あ
る
。

鴎外が所蔵していたマティアス・デ

ュヴァルの原書二冊。

〔東京大学総合図書館蔵〕

（
７
）

・
デ
ュ
ヴ
ァ
ル
三
日
三
四
の
ロ
ロ
『
□
］
（
一
八
四
四
～
一
九
○
七
）
は
、
解
剖
学
を
定
義
し
て
つ
ぎ
の

目
呉
○
三
口
（
伊
）
、
自
呉
・
目
の
（
仏
。
独
）
、
目
呉
・
ロ
］
『
（
英
）
は
、
ギ
リ
シ
ャ

語
起
源
の
単
語
で
あ
り
、
そ
れ
が
ラ
テ
ン
語
に
入
り
、
目
呉
・
日
圃
と
な
り
、
つ
い
で

そ
こ
か
ら
派
生
し
、
い
ま
の
英
独
仏
語
に
な
っ
た
。

ア
ナ

ト
ミ
イ

ミ
ロ
は
”
完
全
に
“
を
意
味
し
、
『
ロ
ミ
は
〃
切
る
〃
の
意
で
あ
る
。
だ
か
ら
ギ

リ
シ
ャ
語
の
昌
胃
Ｃ
ｓ
と
は
、
”
完
全
に
体
を
切
る
こ
と
〃
、
す
な
わ
ち
「
解
剖
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

ち
な
み
に
〃
解
剖
“
に
相
当
す
る
漢
語
は
、
「
解
体
」
で
あ
り
、
こ
の
語
の
意
味
は
、

（６）１６５



日本における美術解剖学

イ
ギ
リ
ス
の
「
ロ
ー
ヤ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
ア
ー
ト
」
の
校
長
ジ
ョ
ン
。
Ｃ
・
Ｌ
・
ス
パ
ー
ク
ス
は
、
『
美
術
学
生
の
た
め
の
美
術
解
剖
学
便
覧
』
（
’

八
八
八
年
）
を
著
し
た
が
、
同
書
の
な
か
で
、

つ
ぎ
に
重
要
な
る
点
は
、
芸
術
家
が
な
ぜ
解
剖
学
を
ま
な
ぶ
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
マ
テ
ィ
ア
ス
・
デ
ュ
ヴ
ァ
ル
に
よ
る
と
、
美
術
家
が

（
皿
）

学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
人
体
の
う
ご
き
、
均
衡
、
形
、
姿
勢
で
あ
り
、
人
の
情
緒
や
情
熱
の
発
現
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
、
と
い
う
。

ま
た
ボ
ル
ド
ー
大
学
科
学
部
教
授
Ｊ
・
シ
ェ
ン
ヌ
（
］
・
・
冨
旨
①
）
教
授
は
、

（
、
）

う
に
重
要
な
▲
も
の
１
こ
考
え
ら
れ
た
。

す
る
。

て
研
究
す
る
。

ま
た
解
剖
学
は
い
ろ
い
ろ
分
化
し
て
お
り
、
デ
ュ
ヴ
ァ
ル
に
よ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

比
較
解
剖
学
三
・
三
８
皀
舅
：
Ｉ
哲
学
的
、
比
較
の
見
地
か
ら
、
各
種
の
動
物
な
ど
の
器
官
の
類
似
点
、
異
同
点
な
ど
に
つ
い
て
研
究
す
る
．

外
科
医
学
ま
た
は
局
所
解
剖
学
三
三
。
言
三
三
三
・
・
・
噸
冒
冒
：
Ｉ
一
般
医
、
外
科
医
に
と
っ
て
必
携
の
器
官
の
配
列
な
ど
に
つ
い

と
も
あ
れ
西
洋
の
美
術
界
に
お
い
て
、
美
術
家
が
画
布
や
大
理
石
の
う
え
で
人
間
の
形
態
を
再
生
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
美
術
解
剖
学
の
研
究
は
、
ひ
じ
ょ

形
成
解
剖
学
三
三
。
三
三
三
三
…
三
・
…
三
三
…
三
・
噸
：
Ｉ
筋
肉
や
関
節
な
ど
の
器
官
の
働
き
に
つ
い
て
研
究

こ
れ
ま
で
美
術
家
に
と
っ
て
の
解
剖
学
は
、
ほ
と
ん
ど
人
体
ば
か
り
を
扱
っ
て
き
た
。
思
う
に
そ
こ
に
は
重
大
な
す
き
間
が
あ
る
よ
う
だ
。
と
い
う
の
は
芸
術
家
に
と

っ
て
ひ
じ
ょ
う
に
役
に
立
つ
の
は
、
人
体
の
形
を
ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
動
物
の
体
の
外
形
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
か

（
皿
）

壽
ら
で
あ
る
。

（
Ⅲ
）

に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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と
述
べ
て
い
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、

美
術
家
に
と
っ
て
解
剖
学
上
の
知
識
を
備
え
て
い
る
こ
と
は
必
須
で
●
も
あ
る
が
、
何
よ
り
・
も
大
切
な
の
は
じ
っ
さ
い
の
観
察
と
体
験
な
の
で
あ
る
。
ふ
た
た

び
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ベ
ル
卿
か
ら
引
く
と
、
か
れ
な
ど
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
著
名
な
解
剖
学
者
で
あ
り
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
の
外
科
医
学
の
教
授
で
も
あ
っ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ベ
ル
卿
（
’
七
七
四
～
一
八
四
二
）

は
、
自
著
『
解
剖
学
と
表
現
の
哲
学
１
１
芸
術
と
の
関
連
で
』
（
’
八
四
四
年
）
の
中
で
ｌ
、

つ
ま
り
解
剖
学
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
美
術
家
は
何
が
変
わ
る
か
と
い
え
ば
、
物
を
微
視
的
に
み
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
ペ
ン
シ
ル
ベ

（
Ⅳ
）

ニ
ア
莚
云
術
学
院
」
の
解
剖
学
教
授
で
あ
っ
た
エ
ト
モ
ン
ド
。
Ｊ
・
フ
ァ
リ
ス
が
講
義
の
中
で
ま
ず
教
え
た
の
は
、
「
す
る
ど
い
観
察
力
を
養
う
こ
と
で
あ
り
、

解
剖
学
は
…
（
中
略
）
き
っ
と
画
家
に
真
の
観
察
の
精
神
を
あ
た
え
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
か
れ
に
正
し
く
表
現
す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
の
見
分
け

（
肥
）

方
を
教
一
元
、
じ
ぶ
ん
の
描
写
の
精
巧
さ
、
効
果
、
力
強
さ
な
ど
が
そ
れ
に
よ
っ
て
決
ま
る
外
観
に
注
意
を
む
け
さ
せ
る
。

美
術
学
生
が
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
研
究
方
法
は
、

他
の
特
徴
な
ど
は
、
骨
に
即
し
て
観
る
こ
と
が
で
き
る
。

モ
デ
ル
を
用
い
て
作
品
を
つ
く
る
学
校
（
ラ
イ
フ
：

だ
か
ら
画
家
に
と
っ
て
、
解
剖
学
は
ひ
じ
ょ
う
に
重
要
な
も
の
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
解
剖
学
は
鉛
筆
を
使
う
こ
と
を
教
え
な
い
で
、
自
然
を
観
察
し
た
り
、

（
咀
）

形
状
を
微
細
に
見
る
こ
と
を
教
書
え
て
く
れ
る
。
（
中
略
）

ス
ク
ー
ル
）

｜
方
で
骸
骨
を
描
き
な
が
ら
作
図
を
用
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
拙
書
に
述
べ
て
あ
る
突
起
部
、
み
ぞ
、

（
ｕ
）

の
学
生
は
、
生
き
た
モ
デ
ル
か
ら
解
剖
学
的
な
ス
ケ
ッ
チ
を
描
く
こ
と
を
勧
め
ま
す
。

（８）１６３



日本における美術解剖学

森
林
太
郎
こ
と
鴎
外
に
美
術
解
剖
学
を
講
義
す
る
よ
う
に
依
頼
し
た
の
は
、
岡
倉
覚
三
校
長
で
あ
っ
た
。
鴎
外
と
岡
倉
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
お
互
い

知
り
あ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
天
心
の
曰
記
「
雪
泥
痕
」
（
明
治
二
十
三
年
十
一
月
一
一
十
五
曰
～
翌
二
十
四
年
一
一
月
一
一
十
三
曰
ま
で
）
に
、
一
一
回
ほ
ど
鴎
外

と
あ
る
。
美
校
の
一

”
嘱
託
“
と
い
う

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

画
家
が
描
こ
う
と
す
る
人
物
の
特
性
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
の
明
せ
き
な
洞
察
力
を
生
む
こ
と
」
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。

曰
本
に
お
け
る
美
術
解
剖
学
の
授
業
は
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
○
）
ご
ろ
、
画
塾
「
彰
技
堂
」
に
お
い
て
、
美
術
家
・
本
多
錦
吉
郎
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、

つ
い
で
同
十
四
年
一
月
か
ら
工
部
美
術
学
校
に
お
い
て
医
学
者
・
玉
越
興
平
に
よ
っ
て
、
生
理
解
剖
学
が
講
じ
ら
れ
た
。
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
二
月
、

東
京
美
術
学
校
が
開
校
す
る
や
、
美
術
家
・
後
藤
貞
行
が
主
に
馬
体
の
解
剖
に
つ
い
て
講
義
を
お
こ
な
っ
た
。

曰
本
に
お
け
る
美
術
解
剖
学
教
育
の
流
れ
を
簡
単
に
の
べ
る
と
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。

の
名
前
が
出
て
く
る
。

後
藤
貞
行
の
講
義
を
引
き
つ
い
だ
の
は
森
林
太
郎
で
あ
る
。
『
東
京
美
術
学
校
一
覧
雛
卿
齢
洲
航
讐
の
一
一
一
十
六
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
、

森
鴎
外
の
美
術
解
剖
学
講
義

嘱
託
教
員
美
術
解
剖
雌
輝
に
欝
韓
蛎
鉦
森
林
太
郎
東
京

（
十
二
月
）
、
、
、
、
、
、
、

八
日
：
．
…
夜
ル
森
氏
ヲ
訪
ふ
止
マ
リ
飲
む

（
十
一
一
月
）

マ
マ

、
、
、

十
曰
普
通
科
講
議
…
…
夜
篁
村
森
鴎
外

美
校
の
案
内
書
に
森
林
太
郎
の
名
前
が
出
て
く
る
の
は
、
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
。

と
い
う
語
は
、
と
く
に
正
式
に
職
員
と
し
て
任
命
し
な
い
で
、
あ
る
業
務
に
携
わ
る
こ
と
を
依
頼
す
る
意
で
あ
る
か
ら
、

（
森
田
）

歯
痛
む
思
軒
氏
福
地
氏
二
扶
け
ら
れ
家
二
帰
ル

森
田
氏
等
来
り
飲
む

注
・
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
。

い
ま
で
い
う
”
非
常
勤
“
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戦
に
と
も
な
い
出
征
す
る
同
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
ま
で
三
カ
年
つ
づ
け
、
明
治
二
十
八
年
に
は
い
っ
た
ん
嘱
託
を
と
か
れ
た
。

鴎
外
の
出
征
後
に
、
”
美
術
解
剖
〃
を
ふ
た
た
び
担
当
し
た
の
は
、
後
藤
貞
行
（
当
時
、
一
屋
〔
嘱
託
教
員
〕
）
で
あ
り
、
か
れ
は
彫
刻
を
お
し
え
て
い
た
。

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
十
月
、
鴎
外
は
台
北
か
ら
帰
国
す
る
の
だ
が
、
す
ぐ
東
京
美
術
学
校
に
も
ど
ら
ず
、
復
職
し
た
の
は
、
翌
明
治
二
十
九
年

…
…

天心が解剖学の講義を鴎外に要請したときに出した書簡。〔鴎外記念本郷図書館蔵〕

岡
倉
校
長
か
ら
美
術
解
剖
学
（
鴎
外
は
”
造
形
的
解
体
学
“
と
呼
ん
で
い
る
）
の
講
義
を
委
嘱
さ
れ
た
鴎
外
は
、
早
速
、

（
肥
）

講
義
に
必
要
な
参
考
文
献
を
さ
が
し
求
め
た
よ
う
だ
。
講
義
は
明
治
二
十
四
年
の
九
月
の
新
学
期
か
軍
ｂ
は
じ
め
、
曰
清
開

こ
の
時
期
、
天
心
は
東
京
美
術
学
校
の
校
長
に
任
命
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
美
学
と
美
術
史
を
担
当
し
て
い
た
。
鴎

外
は
翌
明
治
二
十
四
年
二
月
か
ら
”
美
術
解
剖
“
を
担
当
す
る
の
で
あ
る
。

同
年
、
何
月
か
不
明
だ
が
天
心
は
、
本
郷
千
駄
木
に
住
む
鴎
外
に
手
紙
を
だ
し
、
美
校
に
お
い
て
美
術
解
剖
の
講
義
を

週
に
二
回
ｌ
月
曜
と
水
曜
日
に
お
こ
な
っ
て
欲
し
い
、
と
い
っ
て
い
る
．

つ
ど
・
つ

拝
啓
人
骨
モ
大
学
（
東
京
大
学
‐
‐
‐
引
用
者
）
よ
り
参
り
候
二
付
御
差
支
無
之
候
ハ
、
御
都
合
次
第
左
の
曰
割
に
て
御
開

あ
い
な
り
い
た
し
た
く

こ
れ
ま
で

い
つ
け
つ
あ
い
だ

講
相
成
候
様
致
度
尤
モ
専
修
科
甲
乙
の
分
は
是
迄
ノ
解
剖
講
義
（
後
藤
の
担
当
分
ｌ
引
用
者
）
月
末
頃
二
｜
結
候
間

お
お
せ
く
だ
さ
れ
た
く

ね
が
い
た
く
お
ん
し
め

其
上
ニ
ー
ナ
御
始
め
被
下
度
先
シ
月
曜
曰
の
分
よ
り
願
度
御
様
子
御
示
し
被
下
候
ハ
、
幸
甚

月
曜
午
後
三
時
半
よ
り
五
時
半
一
一
時
間

（
教
員
助
手
等
に
て
美
術
解
剖
聴
講
志
望
者
の
分
）

水
曜
午
下
三
時
半
よ
り
四
時
半
一
時
間

（
同
上
）

み
ぎ
ぎ
よ
い
え
た
く
そ
う
ろ
う

右
得
御
意
候

十
六
曰

じ

鴎
外
先
生
侍
じ
し

侍
史

草
々
頓
首

覚
三
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日本における美術解剖学

（
’
八
九
六
）
三
月
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
は
美
術
解
剖
学
を
教
え
ず
、
新
た
に
美
学
と
美
術
史
を
担
当
し
た
。

美
校
に
お
け
る
鴎
外
の
講
義
に
つ
い
て
は
分
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
。
高
村
光
太
郎
（
’
八
八
三
～
’
九
五
六
、
大
正
。
昭
和
期
の
彫
刻
家
、
詩
人
、
光
雲
の
長

男
）
は
、
美
校
で
鴎
外
の
美
学
を
聴
講
し
た
ひ
と
り
で
あ
る
。
後
年
、
学
生
時
代
を
回
顧
し
、
鴎
外
に
ふ
れ
て
い
る
。

鴎
外
は
一
年
中
軍
服
を
着
、
サ
ー
ベ
ル
を
さ
げ
て
二
カ
年
間
美
学
の
講
義
を
お
こ
な
っ
た
が
、
笑
顔
を
み
せ
た
こ
と
が
な
く
、
い
つ
も
む
ず
か
し
い
顔
を
し

て
い
た
と
い
う
。
学
年
の
お
わ
り
に
な
る
と
、
生
徒
に
む
か
い
、
今
ま
で
教
え
た
こ
と
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
所
が
あ
っ
た
ら
、
な
ん
で
も
質
問
す
る
よ
う
に

い

っ

た
｡

そ
の
と
き
生
徒
の
一
人
が
、
「
先
生
、

皿１１遡聡A皿ONiIV1

豊
鞭 鴎外が美術解剖学の講義や

『芸用解剖学』（画報社，明

治３６．２）を著すときに用

いたコルマンの原書。

仮
象
と
い
う
の
は
何
で
す
か
」
と

〔東京大学総合図書館蔵〕

尋
ね
た
。
す
る
と
鴎
外
は
ひ
ど
く
怒
っ
て
し
ま
い
、

ひ
ど
く
怒
っ
て
し
ま
い
、
仮
象
（
主
観
的
幻
像
だ
け
が

あ
っ
て
、
客
観
的
実
在
性
の
な
い
も
の
）
が
わ
か
ら
な

い
よ
う
で
は
、
こ
の
一
年
間
何
を
し
て
い
た
の
だ
、
わ

た
し
の
講
義
内
容
は
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
、

と
い
っ
て
大
そ
う
立
腹
し
た
。

鴎
外
と
い
う
教
師
は
、
た
し
か
に
ひ
と
か
ど
の
人
物

で
あ
っ
た
が
、
ど
こ
ま
で
も
威
張
っ
て
い
る
よ
う
な
印

象
を
与
え
た
。
繊
細
な
神
経
を
も
ち
、
冗
談
ひ
と
つ
い

っ
て
も
、
そ
れ
を
い
つ
ま
で
も
覚
え
て
い
て
決
し
て
忘

れ
な
い
。
ま
た
ひ
Ｃ
よ
う
に
好
き
嫌
い
の
は
げ
し
い
人

（
田
）

間
で
あ
っ
た
二
ら
し
い
。

せ
い
き

後
藤
や
鴎
外
の
跡
を
お
そ
っ
た
の
は
、
黒
田
清
輝

（
’
八
六
六
～
一
九
二
四
、
明
治
・
大
正
期
の
洋
画
家
、

東
京
美
術
学
校
初
代
の
西
洋
画
科
教
授
）
の
推
せ
ん
に
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よ
っ
て
美
校
に
採
用
さ
れ
た
久
米
桂
一
郎
（
一
八
六
六
～
’
九
三
四
、
明
治
後
期
の
洋
画
家
）
で
あ
っ
た
。

ふ
ん
け
い

黒
田
と
久
米
は
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
刎
頸
の
友
で
あ
っ
た
。
黒
田
は
フ
ラ
ン
ス
に
滞
在
す
る
こ
と
＋
年
に
も
及
び
、
こ
の
間
に
法
律
の
研
究
と
絵

画
の
修
業
に
明
け
く
れ
た
が
、
当
然
美
術
解
剖
学
の
講
義
も
う
け
て
い
た
。
（
卯
）

久
米
も
そ
一
つ
だ
が
、
黒
田
は
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
十
一
月
上
旬
よ
り
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
大
通
り
の
〃
デ
ッ
サ
ン
学
校
〃
（
夜
学
）
に
お
い
て
美
術
史
、

遠
近
法
と
い
っ
し
ょ
に
解
剖
学
の
講
義
を
う
け
た
。
黒
田
が
故
郷
の
鹿
児
島
に
い
る
父
親
に
宛
て
て
送
っ
た
書
簡
の
な
か
に
、
〃
美
術
解
剖
学
〃
の
こ
と
が
出

て
く
る
。

黒
田
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
画
塾
や
美
術
学
校
で
の
留
学
体
験
か
ら
、
美
術
解
剖
学
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
美
校
に
「
西
洋
画
科
」
が
設
置
さ
れ
る

と
き
、
抱
負
の
数
々
を
の
べ
た
が
、
そ
の
中
で
”
美
術
解
剖
“
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

◎
美
術
解
剖
ｌ
曰
本
の
油
絵
家
で
真
の
人
間
の
死
骸
を
前
に
置
い
て
、
解
剖
を
研
究
し
た
も
の
は
恐
ら
く
は
無
か
ろ
う
…
…
造
り
物
の
死
骸
で
は
あ
る
か
も
知
ら
ぬ

か
か

が
：
：
：
斯
る
材
料
は
官
設
の
学
校
に
な
る
と
非
常
に
便
利
が
多
い
。

こ
の
た
び

す
な
わ

此
度
美
術
学
校
で
は
久
米
君
が
担
当
Ｉ
し
て
美
術
解
剖
、
即
ち
筋
、

私
事
至
極
元
気
毎
曰
コ
ラ
ン
先
生
の
学
校
に
て
勉
強
致
居
侯
間
御
休
神
可
被
下
侯
此
の
週
間
（
今
週
ｌ
引
用
者
）
よ
り
当
地
美
術
大
学
校
（
黒
田
の
誇
張
的
表
現
、

、
、
、
、

じ
っ
さ
い
は
美
術
学
校
の
夜
学
コ
ー
ス
ー
引
用
者
）
の
解
剖
講
義
二
参
り
候
間
又
少
し
く
繁
し
く
相
成
候
…
：
．

（
明
治
二
十
一
年
Ⅱ
一
八
八
八
）

十
一
月
一
二
十
曰
附

（
明
治
二
十
三
年
Ⅱ
一
八
九
○
）

一
月
一
一
十
四
曰
附
パ
リ
発
信
父
宛
封
書

、
、
、
、
、

は
な
は

（
皿
）

（
前
略
）
近
頃
ハ
美
術
大
学
校
の
解
剖
の
講
義
を
聴
候
之
レ
ハ
一
週
一
一
回
に
て
実
物
二
付
テ
説
明
有
之
候
事
甚
だ
愉
快
二
御
座
侯
：
：
：

パ
リ
発
信
父
宛
封
書

す
な
わ

つ

即
ち
筋
と
骨
に
就
き
て
一
一
年
一
二
年
の
洋
画
家
学
生
に
授
け
る
の
で
す
（
『
絵
画
の
将
来
』
所
収
、
中
央
公
論
美
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日本における美術解剖学

久
米
を
美
校
の
教
員
の
な
か
で
も
き
わ
め
て
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
。
人
間
が
堅
く
、
厳
正
か
つ
妥
協
の
な
い
”
定
規
“
の
よ
う
な
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

始
業
の
ベ
ル
が
鳴
ら
ぬ
先
か
ら
教
室
に
行
き
、
教
課
用
の
図
面
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
て
い
ね
い
に
黒
板
に
描
き
、
す
ぐ
に
も
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
た
。

遅
刻
し
た
生
徒
は
、
け
っ
し
て
教
場
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

当
時
、
生
徒
の
あ
い
だ
で
は
試
験
の
と
き
、
よ
く
カ
ン
ニ
ン
グ
が
行
な
わ
れ
た
よ
う
だ
が
、
久
米
は
そ
れ
を
極
端
に
嫌
っ
た
。
試
験
の
と
き
に
は
、
生
徒
を

廊
下
に
な
ら
ば
せ
、
｜
人
ず
つ
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
ま
で
カ
ン
ニ
ン
グ
用
の
メ
モ
の
有
無
を
た
し
か
め
た
上
で
教
室
に
入
れ
た
。
机
は
二
人
が
け
で
あ
り
、
す
わ
ら

と
あ
る
。
同
人
の
自
筆
の
履
歴
書
（
「
久
米
美
術
館
」
蔵
）
に
よ
る
と
、
報
酬
は
コ
ケ
年
金
三
百
六
十
円
」
で
あ
っ
た
と
あ
る
。

黒
田
の
腹
案
は
実
現
し
、
そ
の
ま
ま
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
四
月
こ
こ
に
美
校
教
師
・
久
米
桂
一
郎
が
誕

生
し
た
。
時
に
桂
一
郎
は
三
十
歳
で
あ
っ
た
。
は
じ
め
は
本
一
雇
い
で
は
な
か
っ
た
も
の
か
、
”
嘱
託
教
員
“
と
な
っ
て
い
る
。
『
東
京
美
術
学
校
一
覧
』
（
明
治

釦
・
５
）
に
は
、

黒
田
の
観
る
と
こ
ろ
、
曰
本
画
に
観
ら
れ
る
花
鳥
は
よ
く
描
か
れ
て
い
る
が
、
人
物
と
な
る
と
あ
ま
り
芳
し
く
な
い
。
な
ぜ
な
ら
曰
本
画
に
解
剖
学
が
欠
け

て
お
り
、
人
体
や
物
の
形
を
正
確
に
描
く
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
解
剖
学
の
研
究
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
や
れ
ば
、
人
物
や
ど
ん
な
物
も
立
派
に
描
け
る
の
で
あ

る
（
「
解
剖
学
と
動
物
画
」
『
名
家
訪
問
録
第
一
集
』
所
収
、
金
港
堂
、
明
治
駈
・
６
）
。

久
米
桂
一
郎
の
美
術
解
剖
学
講
義

術
出
版
）

嘱
託
教
員

考
古
学

美
術
解
剖

久
米
桂
一
郎
佐
賀
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し
か
し
、
選
科
生
は
教
員
免
許
状
が
も
ら
え
な
か
っ
た
か
ら
、
画
家
と
し
て
立
ち
行
か
な
い
人
だ
っ
た
ら
、
生
計
の
道
も
閉
ざ
さ
れ
る
と
い
っ
た
深
刻
な
問

題
に
な
っ
た
（
泉
宏
尚
「
厳
い
先
生
。
恐
い
お
ぢ
さ
ん
」
『
久
米
桂
一
郎
ｌ
教
え
子
に
よ
る
受
贈
作
品
集
」
）
．

美
校
の
彫
刻
科
に
、
り
っ
ぱ
な
ひ
げ
を
は
や
し
た
高
村
光
雲
（
当
時
五
十
二
歳
、
文
展
審
査
員
、
帝
国
美
術
院
会
員
）
と
い
う
著
名
な
教
授
が
い
た
。
こ
の

大
先
生
、
解
剖
学
か
フ
ラ
ン
ス
語
が
で
き
な
い
彫
刻
科
の
生
徒
の
た
め
に
、
じ
ぷ
ん
よ
り
も
遥
か
に
若
い
久
米
に
頭
を
さ
げ
、
嘆
願
し
た
ら
し
い
。

『
久
米
桂
一
郎
曰
記
』
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
平
成
２
．
３
）
の
明
治
三
十
七
年
□
九
○
四
）
七
月
六
曰
の
く
だ
り
に
、

す
ぎ

１
１
朝
九
時
過
矢
来
町
に
校
長
の
病
気
を
見
舞
ふ
。
高
村
光
雲
が
来
て
居
た
。
落
第
生
の
件
に
つ
き
話
す
。

西
洋
画
卒
）
。

と
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
、
０
点
を
つ
け
て
し
ま
っ
た
。

せ
た
順
番
を
手
帳
に
書
き
と
め
て
お
い
て
、
列
ん
だ
二
人
の
答
案
を
そ
ろ
え
て
提
出
さ
せ
、
採
点
の
と
き
、
両
者
の
あ
い
だ
に
不
正
が
な
か
っ
た
か
確
認
し
た

１
１
朝
九
時
過
矢
来
町
に
校
長
の
病
気
を
見
舞
ふ
。
高
村
光
雲
が
幸

と
あ
る
。
不
で
き
な
生
徒
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
。

と
い
わ
れ
た
の
で
、
選
科
に
移
り
、
無
事
卒
業
し
た
。

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
曰
本
画
科
を
卒
業
し
些

か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
松
岡
映
丘
教
授
に
相
談
す
る
と
、

（
和
田
英
作
談
）
。

Ｉ
曰
本
画
を
か
く
の
に
フ
ラ
ン
ス
語
は
必
要
な
い
か
ら
、
選
科
に
代
っ
た
ら
い
い
だ
ろ
う
．

夏
目
漱
石
の
甥
・
中
根
岡
一
と
い
う
人
は
、
暁
星
中
学
の
出
身
で
あ
っ
た
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
試
験
は
よ
く
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
久
米
は
、

（
美
術
学
校
の
生
徒
で
こ
ん
な
に
出
来
た
例
は
な
い
か
ら
、
何
か
不
正
行
為
を
し
て
い
る
に
違
い
な
い
）

久
米
先
生
は
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
事
欠
か
な
い
。
こ
の
先
生
は
い
つ
も
洋
服
を
き
ち
ん
と
着
、
〃
鼻
め
が
ね
“
の
よ
く
に
あ
う
、
め
か
し
屋
で
あ
っ
た
。

教
科
と
し
て
は
、
デ
ッ
サ
ン
、
考
古
学
、
美
術
解
剖
の
ほ
か
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
た
が
、
語
学
の
授
業
で
は
発
音
が
う
る
さ
か
っ
た
。
鹿
児
島
出
身
の
下

び
っ
く
り
し
た
同
級
生
た
ち
は
、
事
情
を
説
明
し
た
嘆
願
書
を
提
出
し
、
再
試
験
を
う
け
た
上
で
よ
う
や
く
認
め
て
も
ら
っ
た
（
黒
田
頼
綱
談
、
昭
和
七
年

､

に
曰
本
画
科
を
卒
業
し
た
山
岡
丘
人
は
、
は
じ
め
本
科
に
入
学
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
点
数
が
足
り
な
く
て
進
級
は
お
ぼ
っ
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学
ま
た
そ
の
試
験
と
き
た
ら

Ⅱ鵬
美
大
で
の
講
義
の
ほ
か
に

術
な
ど

美
ｌ
初
夏
等
、
室
内
が
薫

る
の
ヨ
ー
ロ

鮒
ら
れ
る
。
私
は
後
ち
に
欧
羅

》
」

加
米
桂
一
郎
先
生
の
事
ど
も
」

曰

講
義
に
情
熱
を
か
た
む
け

Ｌ
」
、
一
プ

入
れ
方
は
、
と
き
に
異
常
と
お
も
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
昭
和
七
年
（
一
九
一
一
三
）
に
美
校
を
卒
業
し
た
神
吉
貞
一
の
談
話
で
あ
る
が
、
久
米
は
か
な
ら
ず
し
も
し
ゃ
く
し
定
規
な
人
で
も
な
か
っ
た
。

ｌ
フ
ラ
ン
ス
語
の
時
間
、
さ
ぼ
る
学
生
が
何
人
か
い
て
、
友
人
に
代
返
を
た
の
み
、
声
を
変
え
て
名
前
を
よ
ば
れ
る
と
返
事
す
る
の
が
分
か
る
の
で
す
が
、

、
、
、
、
、

久
米
先
生
つ
ぎ
つ
ぎ
と
出
席
に
し
て
進
行
さ
れ
た
温
情
、
忘
れ
ら
れ
ぬ
思
い
で
す
（
角
浩
談
）
。

久
米
は
じ
ぶ
ん
の
留
学
体
験
か
ら
、
画
学
生
に
美
術
解
剖
学
の
知
識
は
不
可
欠
で
あ
る
と
お
も
っ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
講
義
を
熱
心
に
行
な
い
、
そ
の
熱
の

村
源
吾
と
い
う
お
国
な
ま
り
の
強
い
生
徒
の
場
合
は
、

の
音
を
、
喉
の
奥
で
ふ
る
わ
せ
き
れ
い
に
発
音
し
た
。

た
」
と
か
ね
（
笑
）
。

久
米
は
訳
読
を
担
当
し
た
よ
う
で
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
短
篇
な
ど
を
よ
く
教
材
に
用
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
文
法
を
担
当
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
帰
り
の
合
田
清

（
木
口
木
版
の
大
家
）
と
い
う
老
先
生
だ
っ
た
。
後
者
は
久
米
と
は
ひ
ｃ
よ
う
に
対
照
的
で
あ
っ
た
。

ｌ
あ
の
方
は
ま
る
で
フ
ラ
ン
ス
語
に
仮
名
を
ふ
っ
て
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
読
ん
で
い
る
よ
う
な
方
で
し
た
．
翻
訳
も
「
何
と
か
い
う
町
に
雨
が
か
ぶ
さ
っ

解
剖
学
の
授
業
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
参
考
書
を
時
折
み
な

ｌ
こ
の
骨
…
…
に
、
…
…
が
、
…
：
い
や
、
骨
を
シ
／

（
鋼
）

ヲ
ハ
を
全
部
並
べ
て
、
生
徒
が
筆
記
す
る
の
を
ま
ご
つ
か
せ
た
。

験
と
き
た
ら
、
法
廷
の
よ
う
な
厳
粛
さ
が
あ
一

義
の
ほ
か
に
、
生
徒
を
つ
れ
て
た
び
た
び
医
到

、
室
内
が
蒸
れ
て
異
臭
が
鼻
を
突
く
の
で
公

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

後
ち
に
欧
羅
巴
へ
行
っ
た
が
、
久
米
先
生
の
拳

の
事
ど
も
」
『
美
術
』
第
十
巻
第
三
号
所
収
）
。

（
犯
）

フ
ラ
ン
ス
語
の
参
考
室
曰
を
時
折
み
な
が
ら
行
な
い
、

る
あ
ま
り
、
校
内
に
急
設
の
解
剖
室
を
つ
く
ら
せ
、
「
東
京
帝
国
大
学
か
ら
死
体
を
借
り
て
来
て
は
、
帝
大
の
助
手
に
解
剖
さ
せ
、

生
徒
を
つ
れ
て
た
び
た
び
医
科
大
学
の
解
剖
室
に
行
く
と
、
屍
体
を
手
づ
か
ら
解
剖
し
て
教
え
た
。

て
異
臭
が
鼻
を
突
く
の
で
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
で
鼻
を
蔽
ふ
て
講
義
を
聞
い
た
が
、
先
生
の
方
は
一
向
平
気
で
長
時
間
屍
体
を
い
ぢ

は
な
は

ヘ
ー
打
っ
た
が
、
久
米
先
生
の
講
義
に
比
す
れ
ば
甚
だ
簡
単
な
も
の
で
何
も
得
る
処
が
無
か
っ
た
の
で
中
止
し
た
（
南
薫
造
「
久

法
廷
の
よ
う
な
厳
粛
さ
が
あ
っ
た
。

ロ
の
中
に
エ
ン
ピ
ッ
を
つ
っ
こ
ま
れ
た
あ
げ
く
、
舌
を
お
さ
え
て
、
そ
れ
で
発
音
さ
せ
た
。
久
米
は
Ｒ
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も
う
一
つ
の
談
話
は
、
じ
っ
さ
い
の
解
剖
に
感
謝
の
気
持
を
い
だ
い
て
い
る
の
だ
が
、
屍
臭
が
鼻
に
つ
い
て
食
欲
が
出
な
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

ｌ
ぼ
く
は
腕
を
も
ら
っ
て
骨
や
筋
肉
等
に
つ
き
非
常
に
興
味
を
も
っ
て
見
た
も
の
だ
っ
た
．
し
か
し
、
そ
の
臭
気
が
ひ
ど
い
の
で
、
そ
の
夜
は
食
物
が
ま

（
別
）

ず
か
つ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
が
、
と
に
か
く
あ
の
時
の
実
地
解
剖
は
と
て
も
お
も
し
ろ
く
て
、
未
だ
に
深
い
、
感
銘
を
残
し
て
い
る
。

久
米
の
解
剖
学
は
、
す
さ
ま
じ
い
ほ
ど
現
物
に
即
し
た
、
い
さ
さ
か
も
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
、
じ
っ
さ
い
的
な
学
問
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

昭
和
の
初
期
の
こ
ろ
、
解
剖
の
授
業
の
と
き
、
久
米
は
谷
中
の
墓
守
り
と
か
、
え
た
い
の
知
れ
な
い
老
人
を
よ
く
連
れ
て
き
て
講
義
を
し
、

と
い
っ
て
、
半
裸
体
の
老
人
の
首
の
筋
を
引
っ
ぱ
っ
て
見
せ
た
。

ま
た
運
動
場
の
す
み
の
木
陰
で
、
汚
い
老
人
（
浮
浪
者
か
）
の
モ
デ
ル
の
体
を
さ
す
り
な
が
ら
、
筋
肉
の
こ
と
、
骨
の
こ
と
を
教
え
た
。
が
、
あ
と
に
シ
ラ

ミ
が
残
っ
て
い
た
（
近
藤
啓
二
（
昭
和
二
年
卒
）
、
深
井
修
次
、
水
上
信
雄
談
ｌ
「
久
米
先
生
の
思
い
出
を
語
る
会
」
平
成
４
．
，
．
４
）
・

た
し
か
に
久
米
は
教
師
と
し
て
厳
し
い
面
を
も
っ
て
い
た
が
、
性
格
は
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
い
て
俗
気
が
な
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
笑
う
こ
と
は
な
か
っ
た
け
ど
、

昭
和
の
初
期
の
こ
ろ
、
解
剖
の
授
業
の
と
き
、

ｌ
よ
く
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
．
こ
れ
だ
、

１
１
士
夫
物
講
義
を
聞
か
さ
れ
た
こ
と
は
、
あ
り
が
た
か
っ
た
が
、
死
屍
の
臭
が
一
曰
じ
ゅ
う
鼻
に
つ
い
て
、
め
し
が
喰
へ
な
か
っ
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い

つ
で
あ
る
。

鞠
久米が生徒の胸もとを

のぞき込んでいる図。

(岡本一平『へぼ胡瓜』大正10.5）より。

こ

れ
◎

学
生
た
ち
に
解
剖
し
た
手
や
脚
な
ど
を
直
接
触
れ
さ
せ
て
模
写
さ
せ
た
り
、
筋
学
、
骨
学
を
論
じ

た
」
（
舗
戦
繊
諺
『
東
京
美
術
学
校
の
歴
史
』
曰
本
文
教
出
版
、
昭
和
田
・
３
）
と
い
う
。

と
き
に
は
生
徒
に
も
屍
体
の
一
部
を
解
か
せ
た
ら
し
く
、
「
私
な
ど
も
腕
を
一
本
貰
っ
て
神
経

や
筋
肉
を
調
べ
た
り
し
た
こ
と
が
あ
る
」
（
小
林
萬
吾
「
久
米
桂
一
郎
を
語
る
」
『
中
央
美
術
』
第

十
四
号
、
昭
和
９
．
９
）
と
い
う
。

こ
れ
は
い
つ
の
こ
と
か
正
確
な
時
期
は
定
か
で
な
い
が
、
西
洋
画
科
が
開
設
し
て
間
も
な
い
こ

ろ
の
こ
と
ら
し
い
。
当
時
、
西
洋
画
科
の
選
科
生
で
あ
っ
た
白
滝
幾
之
肋
と
小
林
万
吾
の
談
話
が

あ
る
。
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ｌ
と
く
に
解
剖
学
の
（
久
米
）
先
生
の
こ
と
は
、
僕
は
台
湾
で
絵
を
描
い
て
い
て
も
、
い
つ
で
も
思
い
出
す
ん
で
す
。
指
と
か
、
首
の
筋
の
と
こ
ろ
と
か

（
Ⅳ
）

｜
肩
な
ん
か
描
い
て
い
る
と
き
に
や
っ
ぱ
り
解
剖
学
の
こ
と
を
思
い
出
す
ん
で
す
。

と
、
愛
惜
の
念
を
も
っ
て
語
っ
て
い
る
が
、
久
米
が
教
え
た
も
の
が
い
つ
ま
で
も
頭
に
こ
び
り
つ
い
て
、
離
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

（
肥
）

久
米
は
明
治
三
十
一
年
（
’
八
九
八
）
八
月
十
一
二
曰
付
を
も
っ
て
「
東
京
美
術
学
校
教
授
」
に
任
じ
ら
れ
、
高
等
官
六
等
に
叙
せ
ら
れ
た
。

授
業
に
も
身
が
入
り
、
熱
心
に
学
務
に
も
励
ん
だ
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
「
久
米
桂
一
郎
曰
記
』
か
ら
、
か
れ
が
担
当
し
た
解
剖
学
や
考
古
学
、
フ
ラ
ン
ス
語

に
つ
い
て
の
記
事
を
ひ
ろ
う
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

水
竜
は
、

奇
智
を
愛
し
た
も
の
か
、
ぢ
ゃ
木

て
気
持
ち
が
悪
い
だ
ら
う
と
云
っ

ユ
ー
モ
ア
も
情
も
あ
る
教
師
だ
っ
た
。

い
つ
ぺ
い

大
正
、
昭
和
期
の
マ
ン
ガ
家
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
岡
本
一
平
（
一
八
八
一
ハ
ー
’
九
四
八
、
東
京
美
術
学
校
卒
）
の
漫
画
文
『
へ
ぼ
胡
瓜
」
（
大
曰
本
雄
弁

会
、
大
正
Ⅲ
）
の
中
に
、
ひ
じ
ょ
う
に
お
も
し
ろ
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
綴
ら
れ
、
さ
ら
に
久
米
の
風
貌
そ
っ
く
り
の
顔
が
描
か
れ
て
い
る
。

ボ
タ
ン
は
ず

の
ぞ

い

Ｉ
あ
る
解
剖
学
の
試
験
の
時
、
教
室
で
し
切
り
暑
い
く
と
云
っ
て
は
上
衣
の
釦
を
外
し
て
胸
の
中
を
覗
き
込
む
生
徒
が
居
た
で
す
。
教
師
が
怪
し
い
と

い

恩
ひ
上
衣
を
脱
が
し
て
見
た
と
こ
ろ
、
そ
の
生
徒
は
自
分
の
身
体
の
皮
膚
へ
す
っ
か
り
皮
下
に
在
る
筋
肉
の
構
造
を
描
き
込
ん
で
来
て
居
り
ま
し
た
。

教
師
が
問
ひ
詰
め
る
と
、
そ
の
生
徒
は
ど
う
せ
試
験
な
ん
て
え
も
の
は
知
識
を
本
の
中
よ
り
教
室
へ
運
ぶ
技
彌
競
べ
な
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
な
ら
、
こ
れ
が

（
邪
）

そ
れ
か
ら
成
績
発
表
の
時
、
気
を
付
け
て
見
る
と
、
そ
の
生
徒
の
解
剖
の
点
数
は
そ
れ
で
も
及
第
点
に
つ
い
て
居
り
ま
し
た
よ
：
：
：
。

久
米
の
き
び
し
さ
と
こ
わ
さ
は
、
美
校
に
お
い
て
そ
の
授
業
を
受
け
た
者
た
ち
の
語
り
草
に
な
っ
て
い
る
。
が
、
昭
和
の
初
期
、
台
湾
の
留
学
生
だ
っ
た
顔

メ
ー
ト
ル

な
が
そ
の

解
剖
の
教
師
も
、
も
と
画
家
の
出
で
仏
藺
西
あ
た
り
に
も
留
学
し
、
絵
描
き
根
性
な
ど
よ
く
飲
込
ん
で
る
教
師
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
苦
笑
１
）
乍
ら
も
其

智
を
愛
し
た
も
の
か
、
ぢ
ゃ
あ
ま
あ
君
の
そ
の
身
体
を
答
案
と
認
め
て
受
取
っ
た
事
に
し
て
置
か
ら
、
早
く
帰
っ
て
、
湯
に
で
も
入
り
給
へ
、
身
体
が
粘
っ

（
妬
）

番
い
い
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
と
一
五
ひ
ま
し
た
。

て
呉
れ
ま
し
た
。
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本
曰
解
剖
初
年
筋
を
終
り
此
学
年
講
義
を
終
了
し
た
。

終
日
試
験
問
題
を
調
べ
る
。

六
月
二
十
曰
雨

す
こ
ぶ

電
車
に
て
出
校
。
午
後
一
時
よ
り
西
洋
考
古
学
試
験
を
行
ふ
。
成
績
頗
る
佳
良
。

九
月
十
六
曰
雨

お
よ
び

今
曰
は
解
剖
及
考
古
学
追
試
験
の
た
め
学
校
に
出
掛
け
る
。
十
二
時
半
よ
り
第
二
講
義
室
に
て
行
ふ
。
一
一
時
半
終
る
。

九
月
十
三
日
晴

ば
か
り

本
曰
よ
り
東
京
美
術
学
校
の
課
業
始
ま
る
。
西
洋
考
古
学
の
生
徒
は
頗
る
多
数
、
諸
一
一
一
口
と
し
て
審
美
上
の
綱
領
を
一
時
間
斗
講
ず
。
一
一
一
時
半
帰
宅
。

九
月
十
九
曰
雨

考
古
学
の
下
見
や
ら
仏
文
典
の
通
読
や
ら
で
過
し
た
。

九
月
十
五
曰
晴

昼
か
ら
学
校
に
出
掛
け
る
。
谷
の
手
（
「
美
校
の
学
生
か
？
ｌ
引
用
者
」
）
に
て
解
剖
図
出
来
上
る
。
今
曰
は
解
剖
第
二
年
骨
盤
筋
及
瞥
筋
を
講
授
す
。

し
た
く

曰
曜
な
れ
ど
終
曰
雨
に
て
自
転
車
の
大
掃
除
に
て
暮
ら
す
。
夜
仏
語
の
仕
度
を
な
す
。

（
明
治
三
十
七
年
Ⅱ
一
九
○
四
）

六
口
同
一
曰
水
曜
晴

六
月
十
四
曰
晴

九
月
廿
五
日
雨
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す
｡

｜
月
二
十
曰
曇

八
時
よ
り
医
科
大
学
に
赴
く
。
前
週
の
屍
体
が
保
存
さ
れ
て
あ
っ
た
。
上
下
肢
後
側
筋
を
見
る
。

一
月
十
九
曰
曇

そ
れ

今
朝
一
シ
橋
は
休
ん
だ
。
九
時
頃
よ
り
電
車
で
本
郷
に
い
っ
て
大
学
に
立
寄
り
屍
体
の
様
子
を
見
て
夫
か
ら
上
野
に
廻
る
。

一
月
十
二
曰
晴
寒
気
強
し

十
時
半
一
シ
橋
を
し
ま
っ
て
か
ら
本
郷
医
科
大
学
解
剖
教
室
に
赴
き
明
曰
か
ら
参
観
す
る
事
を
取
極
め
た
。
夫
か
ら
上
野
に
行
く
。

十
二
月
一
一
十
曰
晴

今
曰
は
高
商
学
校
で
予
科
の
合
同
試
験
を
行
ふ
。
書
取
及
び
発
音
符
の
題
を
出
す
。
十
時
に
終
る
。

八
時
高
商
（
久
米
は
東
京
高
等
商
業
学
校
教
授
を
兼
ね
て
い
た
ｌ
引
用
者
）
の
学
生
熊
崎
良
仏
語
の
稽
古
に
来
る
。
先
曰
か
ら
の
約
束
に
依
る
。
十
時
頃
ま
で
話
す
。

（
明
治
三
十
八
年
Ⅱ
一
九
○
五
）

一
口
月
十
一
日
晴

シ
橋
で
は
専
攻
部
は
総
欠
席
で
あ
っ
た
。

十
二
月
十
五
曰
小
雨

一
月
廿
六
日
曇

そ
の
こ
と

シ
橋
よ
り
上
野
に
赴
く
途
中
、
医
科
大
学
に
立
寄
る
。
今
週
は
屍
体
が
来
な
い
の
で
休
む
事
に
な
っ
た
。
其
方
が
都
合
が
よ
い
の
で
あ
る
。
午
後
其
事
を
生
徒
に
話

昼
は
宝
亭
に
て
食
事
す
。
解
剖
は
骨
盤
の
完
形
だ
け
や
る
後
校
長
の
所
に
松
田
と
い
う
人
が
尋
ね
た
。
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一
一
月
三
曰
晴

朝
八
時
よ
り
大
学
で
解
剖
実
験
、

四
月
十
八
曰
晴

考
古
学
は
四
時
十
分
前
ま
で
講
じ
て
五
時
前
に
帰
宅
す
。

解
剖
室
参
観
は
今
曰
を
最
終
と
す
る
関
接
部
の
実
験
を
主
と
し
て
九
時
半
頃
に
終
っ
た
。
一
年
生
の
出
席
は
多
か
ら
ず
。

三
月
十
曰
晴

朝
八
時
半
大
学
に
出
掛
け
る
。
此
週
は
死
刑
の
屍
が
三
体
も
集
り
解
剖
室
は
大
繁
盛
、
中
に
も
赤
児
殺
し
の
婆
の
如
き
は
珍
ら
し
き
肥
満
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

今
朝
大
学
に
て
は
死
刑
の
立
派
な
屍
体
が
あ
っ
て
上
肢
及
下
肢
の
一
部
を
示
し
た
。

五
月
五
日
晴

午
後
高
商
の
稽
古
を
や
り
帰
り
に
三
オ
社
（
フ
ラ
ン
ス
語
の
書
籍
販
売
店
ｌ
引
用
者
）
に
立
寄
り
パ
イ
ェ
１
氏
新
版
美
術
史
を
注
文
し
た
。

三
月
十
七
曰
曇

二
月
十
七
曰
晴

四
月
二
十
曰
朝
晴
南
風
起
暖
気

す
な
ほ
こ

シ
橋
及
上
野
仏
語
第
二
回
講
義
午
後
は
一
一
時
よ
り
四
時
半
ま
で
帰
り
向
ひ
風
で
沙
俟
り
大
困
難
。

四
月
十
九
日
曇

シ
橋
よ
り
昼
後
上
野
廻
り
。
一
時
よ
り
新
予
備
科
の
仏
語
を
始
め
た
。
解
剖
は
四
時
ま
で
や
る
。

か可
な
り
立
派
な
屍
体
が
あ
っ
た
。
：
：
：
夜
熊
崎
稽
古
に
来
る
。
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日本における美術解剖学

く
に
た
け

久
米
桂
一
郎
は
、
岩
倉
具
視
全
権
大
使
の
「
米
欧
回
覧
実
記
』
を
編
修
し
た
有
名
な
歴
史
学
者
・
久
米
邦
武
（
一
八
一
一
一
九
～
一
九
一
一
一
一
）
の
長
男
と
し
て
、

慶
応
二
年
（
’
八
六
六
）
八
月
八
曰
佐
賀
城
下
（
現
・
佐
賀
市
）
八
幡
小
路
に
生
ま
れ
、
幼
少
年
時
代
を
佐
賀
で
す
ご
し
た
の
ち
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）

久
米
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
と
そ
の
成
果

以
上
は
久
米
の
曰
記
か
ら
ひ
ろ
っ
た
学
務
や
講
義
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。

六
月
十
五
曰
晴

お
わ

午
前
の
仏
語
を
や
り
に
上
野
に
行
き
昼
飯
後
昨
曰
や
り
切
れ
な
か
っ
た
解
剖
の
講
義
を
小
使
部
屋
の
側
の
講
義
室
で
や
り
一
二
時
半
ま
で
に
て
上
肢
を
畢
り
本
学
年
の
授

業
を
閉
ぢ
た
。

五
月
廿
七
曰
朝
曇
午
後
快
晴

す
ぎ

午
後
一
時
過
に
考
古
学
生
中
村
士
徳
来
り
希
羅
考
古
学
の
訳
文
に
着
手
し
た
と
い
ふ
か
ら
賛
成
し
て
置
い
た
。

五
月
廿
五
曰
快
晴

八
時
始
ま
り
、
十
一
時
よ
り
上
野
美
術
解
剖
の
講
義
は
今
日
で
終
っ
た
。
帰
宅
後
入
浴
し
久
し
振
り
で
夜
業
を
な
す
。

五
月
廿
四
日
曇
午
後
雷
雨

や

今
曰
も
上
野
廻
り
一
一
時
よ
り
解
剖
講
義
に
は
直
暗
な
夕
立
空
で
ピ
カ
ピ
カ
や
り
閉
口
し
た
。
併
し
帰
る
頃
に
は
雨
は
止
ん
だ
。

五
月
十
六
曰
朝
雨
後
霧

朝
九
時
よ
り
一
シ
橋
。
昼
よ
り

シ
橋
。
昼
よ
り
上
野
に
電
車
に
て
廻
る
。
考
古
学
は
パ
ル
テ
ノ
ン
の
説
明
を
な
す
。
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久
米
の
自
筆
の
履
歴
書
（
「
久
米
美

１
時
に
十
八
歳
１
１
か
ら
で
あ
る
。

（
羽
）

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
ｌ
桂
一
郎
（
九
歳
）
は
、
第
七
番
小
学
下
等
小
学
第
八
、
七
、
六
級
を
卒
業
し
、
翌
年
十
二
月
第
一
一
一
級
を
修
了
し
た
．
明
治
十

二
年
（
一
八
七
九
）
小
学
尋
常
科
を
卒
業
し
た
が
、
そ
の
後
数
年
、
父
の
そ
ば
で
漢
籍
を
よ
ん
で
す
ご
し
た
。
「
こ
れ
は
子
供
の
時
に
病
身
で
あ
っ
た
か
ら
、

（
釦
）

よ
（
皿
）

私
の
健
康
を
気
づ
か
っ
て
の
事
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
」
１
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
学
問
は
自
発
に
因
る
」
と
い
っ
た
父
の
方
針
に
よ
っ
た
も
の
ら
し
い
。

久
米
の
自
筆
の
履
歴
書
（
「
久
米
美
術
館
」
蔵
）
に
は
、
幼
少
年
期
の
記
載
は
い
っ
さ
い
見
ら
れ
ず
、
記
載
が
は
じ
ま
る
の
は
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）

家
族
と
と
も
に
上
京
、
東
京
築
地
で
暮
ら
し
た
。

久
米
が
絵
に
興
味
を
抱
き
、
そ
れ
を
は
じ
め
る
契
機
に
な
っ
た
も
の
は
、
父
邦
武
が
外
国
で
求
め
た
ク
ロ
ー
ム
版
の
絵
（
印
刷
物
）
を
平
常
み
て
い
た
こ
と
、

ま
た
明
治
十
四
年
（
’
八
八
一
）
に
第
二
回
の
博
覧
会
が
上
野
で
開
か
れ
た
と
き
、
工
部
美
術
学
校
の
教
師
と
生
徒
の
作
品
を
見
た
が
、
そ
の
絵
を
見
て
西
洋

画
を
や
っ
て
み
た
い
と
お
も
っ
た
。
そ
し
て
「
こ
の
こ
と
を
父
に
話
し
た
と
こ
ろ
が
、
大
い
に
賛
成
を
得
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
急
に
絵
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ

（
詔
）

た
の
は
、
全
く
意
外
な
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

明
治
十
九
年
二
八
八
八
）
、
時
に
桂
一
郎
は
二
十
歳
。
父
邦
武
よ
り
フ
ラ
ン
ス
留
学
の
志
望
を
許
さ
れ
る
と
、
渡
欧
の
経
験
者
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
事
情

に
つ
い
て
尋
ね
、
一
方
、
語
学
や
地
理
の
勉
強
に
は
げ
ん
だ
。
一
一
月
一
一
十
三
曰
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
私
費
留
学
の
渡
海
免
状
を
受
給
し
た
。

七
月
十
一
曰
午
前
八
時
、
横
浜
を
出
帆
。
途
中
、

に
通
い
、
コ
ン
テ
に
よ
デ

（
躯
）

ス
壷
埴
の
教
授
を
震
つ
け
た
。

七
月
十
一
曰
午
前
八
時
、
横
浜
を
出
帆
。
姿

（
寄
港
先
）

（
到
着
曰
）

サ
イ
ゴ
ン

七
・
二
五

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

七
・
二
九

同
年
一
月
初
旬
か
ら
久
米
は
、
工
部
美
術
学
校
出
身
の
藤
雅
一
一
一
（
一
八
五
三
～
一
九
一
六
、
大
分
県
白
杵
の
出
身
当
時
、
工
部
省
技
手
）
の
自
宅
（
曰
吉
町
）

通
い
、
コ
ン
テ
に
よ
る
石
膏
デ
ッ
サ
ン
を
お
こ
な
い
、
四
月
か
ら
は
永
田
町
の
水
町
某
、
七
月
か
ら
は
下
谷
御
徒
士
町
の
岳
総
治
の
も
と
へ
通
っ
て
フ
ラ
ン

コ
ロ
ン
ボ
（
セ
イ
ロ
ン
島
）
八
・
四
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日本における美術解剖学

宿
は
用
巨
の
Ｑ
の
日
向
Ｓ
ご
巳
の
Ｈ
の
「
オ
テ
ル
・
デ
ュ
・
パ
ピ
ョ
ン
」
（
国
。
三
目
も
口
三
］
・
口
）
に
取
っ
た
。
午
後
二
時
半
、
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
街
の
林
忠
正

（
一
八
五
三
～
’
九
○
六
、
明
治
期
の
美
術
商
、
パ
リ
の
美
術
貿
易
商
）
を
訪
ね
歓
談
。
留
学
中
の
山
崎
、
横
井
、
小
幡
某
ら
が
宿
に
き
た
。

一
一
十
七
曰
、
ド
ラ
ン
ブ
ル
街
日
の
□
の
］
四
日
耳
の
の
藤
某
の
下
宿
の
向
か
い
に
一
室
を
借
り
る
こ
と
に
し
た
。

久
米
が
本
格
的
に
絵
の
修
業
を
は
じ
め
る
の
は
、
十
月
四
曰
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
曰
の
夜
八
時
、
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
大
通
り
団
・
巳
の
目
己
目

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ポ
ザ
ー
ル

言
・
ヨ
ロ
ロ
Ｂ
ｐ
ｍ
の
の
に
あ
る
〃
デ
ッ
サ
ン
の
学
校
“
（
「
美
術
学
校
」
の
夜
学
の
こ
と
か
）
に
お
も
む
き
、
写
生
を
学
ん
だ
。

夏
季
休
暇
が
あ
け
た
「
ア
カ
デ
ミ
ー
・
コ
ラ
ロ
ッ
シ
レ
８
９
の
己
の
○
・
］
胃
○
ｍ
の
】
」
（
グ
ラ
ン
ド
・
シ
ョ
ミ
ェ
ー
ル
街
日
の
□
の
］
四
○
冨
己
の
Ｏ
宮
口
己
呼
の
）

の
ラ
フ
ァ
ェ
ル
・
コ
ラ
ン
の
教
室
に
、
黒
田
清
輝
と
と
も
に
通
学
を
は
じ
め
た
（
午
前
八
時
～
正
午
ま
で
）
。

ば
く
げ
き

久
米
の
莫
逆
の
友
と
な
る
黒
田
清
輝
は
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
’
二
月
十
八
曰
の
夜
、
法
律
研
究
の
た
め
パ
リ
に
到
着
し
て
お
り
、
大
学
に
入
る
た
め

の
準
備
を
し
て
い
た
。
が
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
八
月
、
折
か
ら
パ
リ
に
滞
在
中
の
哲
学
者
・
井
上
哲
次
郎
二
八
五
五
～
一
九
四
四
）
と
会
っ
た
際

（
弧
）

に
忠
告
を
う
け
た
の
を
機
に
、
法
律
と
画
学
と
を
い
っ
し
ょ
に
学
ぶ
こ
と
を
や
め
、
画
学
を
生
涯
の
業
と
す
る
｝
」
と
を
決
心
し
た
。

到
着
し
た
。

二
時
半
下
船
、
税
関
の
検
査
を
す
ま
せ
た
の
ち
、
午
後
三
時
ご
ろ

塩
野
門
之
助
、
横
山
、
馬
場
某
ら
と
会
い
、
夕
食
の
の
ち
、
市
中
を
藍

翌
二
十
五
曰
は
、
横
山
、
金
井
某
ら
と
動
物
園
、
画
廊
、
パ
ノ
ラ
｜

に
む
か
う
。
六
時
十
五
分
、
モ
ン
テ
リ
マ
ー
ル
駅
で
夕
食
を
と
っ
た
。

八
月
二
十
六
曰
、
午
前
五
時
に
シ
ラ
ー
駅
に
停
車
し
、
こ
こ
で
コ
ー

ア
デ
ン

八
・
｜
三

ス
エ
ズ

八
・
一
八

ポ
ー
ト
サ
イ
ド

八
・
一
八

な
ど
を
経
て
、
八
月
二
十
四
曰
の
午
後
一
時

八
・
一
八

イ
ド

八
・
一
八

八
月
二
十
四
曰
の
午
後
一
時
す
ぎ
マ
ル
セ
ー
ユ
に
到
着
し
た
。

、
税
関
の
検
査
を
す
ま
せ
た
の
ち
、
午
後
一
一
一
時
ご
ろ
「
グ
ラ
ン
ト
テ
ル
・
ド
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
」
（
○
日
己
四
○
（
の
」
□
の
○
の
急
ぐ
の
）
に
投
宿
。

横
山
、
馬
場
某
ら
と
会
い
、
夕
食
の
の
ち
、
市
中
を
遊
歩
し
た
。

は
、
横
山
、
金
井
某
ら
と
動
物
園
、
画
廊
、
パ
ノ
ラ
マ
館
な
ど
を
見
物
し
た
。
午
後
二
時
五
分
発
の
急
行
に
の
り
マ
ル
セ
ー
ユ
を
立
ち
、
パ
リ

こ
こ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
の
ち
、
再
び
発
車
。
パ
リ
の
リ
ヨ
ン
駅
に
は
午
前
十
一
時
十
五
分
ご
ろ
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少
。
。
］
己
旨
の
ヨ
ヨ
］
］
旨
日
切
○
口
、
口
の
円
の
四

（
師
）

（
］
、
温
～
］
雷
①
）
の
指
導
を
う
け
た
。

ラ
フ
ァ
エ
ル
は
二
十
代
か
ら
画
家

た
。

リ
セ

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ポ
ザ
ー
ル

父
も
．
ま
た
絵
筆
を
も
ち
、
素
人
画
家
と
し
て
風
景
画
な
ど
を
描
い
た
。
ラ
フ
ァ
ェ
ル
は
高
等
中
学
を
お
え
た
の
ち
、
美
術
学
校
に
入
り
、
ブ
ー
グ
ロ
ー

（
鍋
）

］
・
］
己
旨
の
三
］
］
】
目
］
団
・
后
巨
の
円
の
：
（
〕
ぬ
鵠
～
］
＠
＆
）
に
師
事
し
、
つ
い
で
当
時
有
力
な
画
家
を
多
く
養
成
し
た
、
カ
パ
ネ
ル
シ
］
の
恩
＆
［
の
○
口
宮
口
の
｝

さ
れ
た
。

フ
ロ
レ
ア
ル

一
八
八
六
年
：
：
：
：
…
…
：
：
「
花
月
」
が
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
美
術
館
に
買
い
上
げ
ら
れ
た
。

’
八
八
九
年
：
：
…
…
…
…
：
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
お
い
て
金
牌
を
獲
得
。
ま
た
こ
の
年
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
の
壁
画
と
オ
デ
オ
ン
座
の
天
井
画
を
完
成
。

一
八
九
八
年
～
九
九
年
…
…
オ
ペ
ラ
・
コ
ミ
ッ
ク
座
の
天
井
画
の
創
作
に
あ
た
っ
た
。

’
八
九
九
年
以
降
…
…
…
…
サ
ロ
ン
・
デ
ザ
ル
テ
ィ
ス
ト
・
フ
ラ
ン
セ
の
審
判
員
。

（
鍋
）

’
九
○
一
一
年
：
…
：
…
…
．
：
：
「
美
術
学
校
」
教
授
。
学
士
会
員
に
推
選
さ
れ
た
。

ル
・
ゾ
ム
メ
イ
ユ

八
七
一
一
一
年
：
：
：
…
：
…
：
：
サ
ロ
ン
・
デ
ザ
ル
テ
ィ
ス
ト
・
フ
ラ
ン
セ
に
は
じ
め
て
「
体
息
」
（
ル
ー
ア
ン
美
術
館
蔵
）
を
出
品
し
、
一
一
等
賞
を
授
与

一
十
代
か
ら
画
家
と
し
て
頭
角
を
現
わ
し
、

ラファエル・コランの肖像写真。

(『美術新報』第16巻12号,大正５．１１)より。

黒
田
が
久
米
と
は
じ
め
て
知
り
合
っ
た
の
は
パ
リ
に
留
学
中
で
あ
っ
た
恩
師
藤
雅
三
が
紹
介
し
た

か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
明
治
十
九
年
十
月
上
旬
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

両
人
が
師
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ラ
フ
ァ
ェ
ル
・
コ
ラ
ン
先
生
と
は
い
か
な
る
人
物
か
、
そ
の
略

伝
を
記
し
て
お
こ
う
。

コ
ラ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
東
部
ム
ー
ズ
県
出
身
の
小
市
民
の
長
男
と
し
て
、
’
八
五
○
年
六
月
十
七

曰
パ
リ
に
生
ま
れ
た
。
家
庭
は
け
っ
し
て
豊
か
な
方
で
は
な
く
、
両
親
は
ラ
フ
ァ
ェ
ル
と
妹
の
二
人（
弱
）

の
子
供
を
育
て
た
。
久
米
や
黒
田
ら
が
そ
の
門
に
出
入
り
し
た
こ
ろ
、
父
親
は
区
の
図
室
白
館
の
役
人

を
し
て
い
た
。

つ
ぎ
つ
ぎ
と
賞
を
獲
得
し
た
り
、
大
作
を
請
け
負
っ
た
り
、
美
術
展
の
審
査
員
に
な
っ
た
り
し
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学
そ
の
容
貌
は
、

ｌ鵬
久
米
と
黒
田
巫

術美
を
課
せ
ら
れ
た
。

る鮒
採
ら
ず
、
も
つ
》

に本
コ
ラ
ン
に
つ
叫

日

コ
ラ
ン
に
つ
い
て
画
を
学
び
、
そ
の
薫
陶
を
う
け
た
日
本
人
の
中
で
早
い
者
と
い
え
ば
、
藤
雅
三
、
黒
田
、
久
米
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
れ
ら

か
か

は
単
に
師
か
ら
、
絵
画
の
技
術
だ
け
を
学
ん
だ
の
で
は
な
く
、
人
生
観
な
り
自
然
を
愛
す
る
心
な
ど
も
教
わ
っ
た
。
黒
田
は
「
斯
る
間
に
得
た
我
々
の
利
益
は

つ
ば

か
れ
は
大
の
曰
本
び
い
き
で
あ
っ
た
。
曰
本
の
浮
世
絵
、
絵
本
、
磁
器
（
古
九
谷
）
、
刀
の
鍔
、
能
面
な
ど
を
た
く
さ
ん
愛
蔵
－
し
て
い
た
。
そ
の
他
、
花
が

め
（
躯
）

大
好
き
で
あ
り
、
と
く
に
〃
蘭
〃
を
ひ
肘
し
よ
う
に
愛
で
、
そ
れ
を
植
木
屋
に
た
の
ん
で
栽
培
し
て
い
た
。

（
羽
）

ひ
ｃ
よ
う
に
謙
遜
な
人
で
、
そ
れ
は
単
に
社
交
上
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
分
の
画
業
に
対
し
て
永
□
お
ど
ろ
く
ほ
ど
謙
虚
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

い
ち
ば
ん
崇
拝
す
る
画
家
は
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
で
あ
り
、
そ
の
他
有
名
な
と
こ
ろ
で
は
コ
ロ
ー
、
ミ
レ
ー
、
タ
ー
ナ
ー
、
コ
ン
ス
テ
ー
ブ
ル
な
ど
を
好
ん
だ
。

そ
の
容
貌
は
、
人
並
み
は
ず
れ
て
た
く
ま
し
く
、
あ
ば
た
が
あ
っ
て
、
晩
年
か
れ
を
訪
ね
た
日
本
人
は
、
”
田
舎
の
老
爺
“
と
い
っ
た
印
象
を
う
け
た
。

久
米
と
黒
田
は
、
「
ア
カ
デ
ミ
ー
・
コ
ラ
ロ
ッ
シ
」
の
コ
ラ
ン
の
教
室
で
、
毎
週
火
曜
と
土
曜
曰
の
二
回
、
絵
を
習
っ
た
が
、
最
初
は
〃
裸
体
写
生
“
だ
け

、
、
、
、

を
課
せ
ら
れ
た
。
当
時
、
デ
ッ
サ
ン
に
は
、
木
炭
か
コ
ン
テ
（
チ
ョ
ー
ク
）
が
用
い
ら
れ
た
が
、
コ
ラ
ン
は
コ
ン
テ
と
ス
ト
ン
プ
を
用
い
て
地
を
塗
る
方
法
を

生
涯
を
捧
げ
て
い
た
（
久
米
談
、
ヨ
ラ
ン
先
生
追
憶
」
よ
り
）
。

妹
も
そ
う
だ
が
、
ラ
フ
ァ
ェ
ル
も
生
涯
結
婚
せ
ず
、
独
身
で
あ
っ
た
。
一
つ
に
は
家
庭
を
も
っ
と
、
美
術
家
と
し
て
の
生
活
を
束
縛
さ
れ
る
懸
念
が
あ
っ
た

し
、
妹
も
女
子
の
美
術
家
を
養
成
す
る
こ
と
に
尽
力
し
て
い
た
か
ら
、
結
婚
し
な
か
っ
た
。

コ
ラ
ン
先
生
に
は
、
他
の
多
く
の
美
術
家
が
世
間
の
交
際
場
で
、
自
己
宣
伝
し
て
、
よ
い
地
位
を
え
よ
う
と
す
る
野
心
は
な
く
、
た
だ
美
術
の
た
め
だ
け
に

た
（
黒
田
談
）
。

そ
の
作
風
に
は
、
た
ぷ
ん
に
古
典
的
傾
向
が
感
じ
ら
れ
た
。
コ
ラ
ン
の
家
は
久
米
と
黒
田
が
訪
ね
た
こ
ろ
は
、
親
子
兄
弟
の
み
の
さ
み
し
い
家
庭
で
あ
り
、

す
む
つ

そ
の
住
居
は
「
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
停
車
場
の
直
ぐ
向
側
の
、
リ
ュ
ー
・
ド
・
レ
ン
ヌ
で
、
四
階
か
五
階
に
質
素
な
水
入
ら
ず
の
睦
ま
し
い
一
家
で
暮
ら
し
て
居
ら

そ
の

れ
た
。
其
時
分
か
ら
巴
里
か
ら
一
時
間
ば
か
り
の
処
で
、
フ
ォ
ン
ト
ネ
イ
（
オ
ー
・
ロ
ウ
ズ
村
ｌ
引
用
者
）
と
い
ふ
静
か
な
村
に
花
や
果
物
を
植
へ
た
庭
園
に

ご
と

曰
曜
毎
に
行
か
れ
た
」
（
久
米
桂
一
郎
「
コ
ラ
ン
先
生
追
憶
」
『
美
術
』
第
一
巻
第
一
一
号
所
収
）
。

コ
ラ
ン
と
い
う
先
生
の
性
格
は
、
引
っ
こ
み
が
ち
で
野
心
や
虚
栄
心
と
い
っ
た
も
の
も
な
く
、
交
際
が
き
ら
い
で
、
世
間
へ
顔
を
出
す
こ
と
を
好
ま
な
か
つ

、
、

ユ
ム
〕
つ
ば
ら
木
炭
に
よ
っ
て
描
く
方
針
を
と
っ
て
い
た
。
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実
に
大
な
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
（
「
逝
け
る
コ
ラ
ン
先
生
」
『
中
央
美
術
』
十
二
月
号
、
大
正
５
．
，
）
。

学
を
教
え
た
と
記
し
て
い
る
。
久
米
が
｝

う
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

久
米
は
解
剖
学
の
師
デ
ュ
ヴ
ァ
ル
に
つ
い
て
何
も
一
一
一
一
口
及
し
て
い
な
い
が
、
デ
ュ
ヴ
ァ
ル
は
自
著
『
美
術
家
の
た
め
の
解
剖
学
概
論
』
勺
３
口
の
角
し
ロ
呉
・
己
の

山
］
ど
の
猪
の
こ
の
の
鈩
三
の
庁
の
の
》
回
す
国
三
の
‐
言
ロ
言
の
国
の
の
窓
口
曰
の
の
．
］
宅
］
）
の
「
序
」
の
な
か
で
、
約
一
一
十
年
以
上
も
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ポ
ザ
ー
ル
で
解
剖

学
を
教
え
た
と
記
し
て
い
る
。
久
米
が
こ
の
学
校
に
通
っ
た
こ
ろ
、
デ
ュ
ヴ
ァ
ル
は
そ
こ
の
教
師
で
あ
っ
た
か
ら
、
か
れ
が
こ
の
解
剖
学
の
専
門
家
の
講
義
を

明
治
二
十
一
年
（
’
八
八
八
）
十
月
末
、
黒
田
は
ド
ラ
ン
ブ
ル
街
の
久
米
の
寓
居
に
転
じ
、
共
同
生
活
を
は
じ
め
た
。
久
米
、
黒
田
ら
は
十
一
月
六
日
よ
り
、

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
革
ザ
ー
ル

｜
週
二
回
「
美
術
学
校
」
の
夜
学
に
通
い
、
マ
テ
ィ
ァ
ス
・
デ
ュ
ヴ
ァ
ル
三
ｍ
言
旨
の
ロ
ロ
ぐ
ロ
』
か
ら
解
剖
学
の
講
義
を
聴
い
た
。
『
久
米
桂
一
郎
曰
記
』
に
は
、

久
米
桂
一
郎
の
美
術
解
剖
事
始

久
米
、
黒
田
に
解
剖
学
に
つ
い
て
教
授
し
た
マ
チ
ァ
ス
・
デ
ュ
ヴ
ァ
ル
は
、
著
述
も
あ
る
一
流
の
学
者
だ
っ
た
。

ふ
た
た
び
久
米
の
曰
記
に
も
ど
る
。
〃
解
剖
〃
の
こ
と
が
出
て
く
る
条
を
引
い
て
み
よ
う
。

十
一
月
六
曰

お
よ
び

…
…
夜
八
時
デ
ッ
サ
ン
学
校
二
赴
ク
此
夜
ヨ
リ
「
ア
ナ
ト
ミ
ー
」
及
ペ
ル
ス
ペ
ク
チ
ー
フ
（
”
遠
近
法
〃
の
こ
と
ｌ
引
用
者
）
ノ
ク
ー
ル
（
・
・
ロ
『
の
”
授
業
“
の
こ

と
ｌ
引
用
者
）
開
ク

十
一
月
廿
七
曰

■

同
上
（
久
米
は
午
前
八
時
よ
り
正
午
ま
で
コ
ラ
ロ
シ
ー
校
に
学
ん
だ
）
、
夜
八
時
ヨ
リ
十
時
迄
デ
ッ
サ
ン
学
校
一
一
テ
解
剖
遠
近
法
ノ
講
義
ヲ
聴
ク
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黒
田
の
場
合
は
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
引
き
つ
づ
き
コ
ラ
ン
の
教
室
に
学
び
、
ま
た
美
術
学
校
で
解
剖
学
を
聴
講
し
て
、
翌
二
十
三
年
（
’
八
九

○
）
一
月
前
後
、
「
再
び
美
術
大
学
校
で
美
術
解
剖
学
を
聴
講
し
た
」
と
い
う
。

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ポ
ザ
ー
ル

久
米
が
〃
デ
ッ
サ
ン
学
校
“
と
い
っ
て
い
る
美
術
学
校
は
ど
の
よ
う
な
学
校
で
あ
っ
た
の
か
。
久
米
は
『
郵
便
報
知
新
聞
』
に
、
パ
リ
に
お
け
る
留
学
生

活
や
同
校
に
つ
い
て
書
簡
を
送
っ
て
い
る
弓
大
曰
本
美
術
新
報
』
第
四
十
三
号
所
収
、
明
治
別
・
５
．
加
付
）
。

フ
ラ
ン
ス
時
代
の
久
米
の
曰
記
に
出
て
く
る
”
解
剖
〃
の
語
が
見
ら
れ
る
の
が
以
上
が
す
べ
て
で
あ
る
。

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
は
記
述
が
無
く
、
同
二
十
二
年
（
’
八
八
九
）
は
少
し
残
っ
て
お
り
、
そ
の
つ
ぎ
は
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
一
月
か
ら

記
載
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
久
米
は
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
六
月
に
帰
国
す
る
の
だ
が
、
ど
の
く
ら
い
の
期
間
、
美
術
解
剖
学
の
講
義
を
受
け
た
も
の

か
明
ら
か
で
な
い
。

黒
田
の
場
合
は
、

久
米
に
よ
る
と
、
こ
の
学
校
は
無
月
謝
で
あ
っ
た
の
で
、
毎
晩
八
時
か
ら
十
時
ま
で
勉
強
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

小
生
住
居
（
同
年
四
月
八
曰
、
ポ
ー
ル
Ⅱ
ロ
ワ
イ
ャ
ル
大
通
り
八
十
八
番
地
（
霊
団
・
巳
の
ぐ
口
己
・
の
勺
・
【
（
‐
”
・
言
」
の
に
引
っ
越
し
、
黒
田
と
同
居
す
る
ｌ
引
用
者
）

ひ
と
つ

こ
れ
あ
り
こ
れ

た
い
て
い

の
近
所
に
一
の
夜
学
校
有
之
是
は
曰
中
に
勉
強
す
る
能
は
さ
る
者
の
為
め
に
設
け
た
る
庶
民
夜
学
校
の
類
に
て
並
臼
通
学
は
大
抵
備
り
居
れ
り
一
週
間
木
曜
土
曜
の
両
日
の

画
学
に
要
用
な
る
美
術
の
歴
史
、
解
剖
、
遠
近
法
の
講
義
有
之
候

マ
マ

午
前
九
時
ヨ
リ
十
一
一
時
コ
ラ
ロ
シ
ー
校
二
学
ブ
午
后
一
時
半
ヨ
リ
一
一
一
時
迄
同
校
ニ
在
り
…
…
夜
八
時
ヨ
リ
十
時
迄
デ
ッ
サ
ン
学
校
二
解
剖
（
動
物
ノ
頭
部
ヲ
写
ス
）

遠
近
法
の
講
義
ヲ
聴
ク

十
二
月
十
八
曰

午
前
八
時
半
ヨ
リ
コ
ラ
ロ
シ
ー
校
二
至
ル
十
一
時
半
迄
学
ブ
夜
八
時
ヨ
リ
十
時
迄
デ
ッ
サ
ン
学
校
二
解
剖
遠
近
法
講
義
ヲ
聴
ク

十
二
月
十
一
曰
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●

午
前
中
、
学
生
は
裸
体
か
ら
の
デ
ッ
サ
ン
や
絵
を
描
く
。
午
後
は
、
解
剖
。
建
築
・
美
術
史
。
遠
近
法
な
ど
の
授
業
が
あ
る
。
午
後
四
時
か
ら
六
時
ま
で
、

絵
を
描
く
た
め
の
教
室
へ
行
っ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
の
写
生
な
ど
を
行
な
っ
た
り
す
る
。
美
術
学
校
に
は
図
書
館
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
絵
画
、
彫
刻
、
音
楽
、

か
の
こ
ぎ
た
け
し
ろ
う

建
築
な
ど
に
関
す
る
蔵
書
が
あ
り
、
夜
の
十
時
ま
で
開
い
て
い
る
（
鹿
子
木
孟
郎
談
「
巴
里
美
術
学
校
の
話
」
『
美
術
新
報
』
第
三
巻
第
十
一
号
所
収
、
明
治

合
否
を
決
め
る
。
が
、
一
回
の
試
験
の
合
格
者
は
百
名
以
内
で
あ
る
。

第
一
次
の
デ
ッ
サ
ン
の
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
つ
ぎ
に
遠
近
法
（

こ
の
あ
と
の
試
験
は
、
六
時
間
か
け
て
や
る
彫
刻
の
試
験
、
そ
の
あ
と
に
建
築
設
計
、
美
術
史
（
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
の
美
術
）
な
ど
の
試
験
が
あ
り
、
し

ば
ら
く
し
て
全
成
績
の
発
表
が
あ
る
。
そ
し
て
上
位
七
名
を
優
待
生
に
選
ぶ
。

３７
●

８
●

２０

付
、-／

◎

用
い
て
描
く
の
で
あ
る
。

で
る
。

そ
の
つ
ぎ
に
や
る
の
は
、
二
時
間
か
け
て
行
な
う
解
剖
学
の
試
験
で
あ
る
。
肩
と
骨
か
ら
上
脾
骨
ま
で
の
骨
の
形
を
描
か
せ
、
そ
れ
に
筋
を
つ
け
さ
せ
る
。

こ
れ
は
人
体
模
型
な
ど
を
見
て
描
く
の
で
は
な
く
、
記
憶
を
た
ど
っ
て
描
か
せ
、
説
明
を
つ
け
さ
せ
る
。
と
き
に
は
大
腿
骨
や
胸
骨
な
ど
の
図
を
描
く
問
題
が

の
要
旨
で
あ
る
。

久
米
や
黒
田
が
通
っ
た
の
は
別
科
と
い
う
か
夜
学
の
課
程
で
あ
っ
た
。
月
謝
が
い
ら
な
い
の
は
大
き
な
魅
力
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

ひ
さ
し

イ
タ
リ
ア
の
国
立
美
術
学
校
に
留
学
し
た
松
岡
寿
（
’
八
六
一
一
～
一
九
四
一
一
一
、
明
治
・
大
正
期
の
洋
画
家
、
東
京
美
術
学
校
教
授
）
は
、
『
美
術
新
報
』
（
明

学
生
の
曰
課
。

入
学
試
験
は
、
年
に
二
回
、
春
と
秋
に
あ
り
、
約
五
百
名
ほ
ど
が
受
験
し
、
人
物
の
裸
体
か
ら
デ
ッ
サ
ン
を
一
枚
描
か
せ
て
、
そ
の
出
来
ぐ
あ
い
に
よ
っ
て

エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ポ
ザ
ー
ル

「
美
術
学
校
」
の
組
織
。

お
そ
ら
く
久
米
が
こ
の
学
校
で
学
ん
だ
期
間
は
け
っ
し
て
長
く
は
な
く
、
数
年
く
ら
い
で
あ
り
、
断
続
的
に
受
講
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
黒
田
や
久
米
が
解
剖
学
を
学
ん
だ
美
術
学
校
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
述
べ
る
も
の
は
二
十
世
紀
初
頭
の
入
試
や
課
程
、
学
科
な
ど

つ
ぎ
に
遠
近
法
の
試
験
を
う
け
る
。
建
築
の
柱
と
か
家
の
模
型
な
ど
を
出
し
て
き
て
、
そ
れ
を
遠
近
法
を
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学
校
で
教
わ
る
の
は
、
絵
画
・
彫
刻
・
装
飾
・
建
築
の
四
つ
で
あ
る
。
デ
ッ
サ
ン
（
デ
ィ
セ
ー
ギ
ョ
ｓ
の
①
害
・
）
は
、
つ
ね
に
絵
画
の
基
礎
と
し
て
尊
重
さ

れ
る
。
デ
ッ
サ
ン
の
ま
ず
い
絵
に
は
、
真
の
美
し
さ
、
表
情
上
の
活
気
も
な
く
、
物
が
自
然
見
え
が
た
く
、
感
動
を
あ
た
え
ぬ
、
と
い
う
。

ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
名
作
の
石
膏
を
木
炭
や
コ
ン
テ
で
写
生
さ
せ
る
。
絵
画
の
本
科
で
は
、
裸
体
画
、
石
膏
の
立
像
（
被
服
し
て
い
る
）
、
人
物
（
モ
デ
ル
）

を
写
生
さ
せ
る
。
そ
の
他
、
人
体
の
釣
合
、
遠
近
法
の
応
用
、
解
剖
し
た
屍
体
の
写
生
な
ど
を
行
な
う
。

治
訂
・
１
・
加
）
に
「
伊
太
利
美
術
学
校
の
組
織
」
（
第
二
巻
第
二
十
二
号
）
を
寄
稿
し
て
い
る
の
で
、
ち
な
み
に
イ
タ
リ
ア
の
様
子
も
紹
介
し
て
お
こ
う
。

イ
タ
リ
ア
の
官
立
の
美
術
学
校
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
宛
の
、
巴
・
閂
の
三
口
は
。
＆
す
の
」
｝
」
口
昌
と
い
い
、
主
な
る
都
市
に
は
必
ず
一
つ
あ
る
と
い
う
。
そ
の
他
、

曰
本
で
い
う
よ
う
な
私
立
学
校
は
な
く
、
画
家
の
ア
ト
リ
エ
へ
行
っ
て
実
技
を
教
わ
る
。
試
験
は
入
学
試
験
と
学
年
試
験
が
あ
る
。

学
校
の
課
程
は
、
予
科
一
年
、
普
通
科
三
年
、
本
科
二
年
か
ら
四
年
と
な
っ
て
い
る
。
予
科
に
入
学
を
希
望
す
る
者
は
、
満
十
二
歳
以
上
、
小
学
校
四
年
級

を
お
え
た
者
か
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
の
学
力
試
験
を
行
な
っ
て
合
格
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
級
に
入
ろ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
級
に
応
じ
て
、
試
験
を

し
て
入
学
さ
せ
る
。
二
年
つ
づ
け
て
落
第
す
る
と
退
学
で
あ
る
。

現
在
、

開
校
時
間
は
、

普
通
科

美
術
学
校
の

予
科
…
：
…
．

イ
タ
リ
ア
も
フ
ラ
ン
ス
同
様
、
解
剖
学
を
重
要
な
科
目
の
一
つ
と
み
な
し
、
そ
れ
を
教
科
に
入
れ
て
い
る
。

美
術
学
校
の
科
目
。

フ
ラ
ン
ス
留
学
中
の
久
米
の
解
剖
ス
ケ
ッ
チ

久
米
美
術
館
に
久
米
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
中
に
求
め
、
人
物
や
風
景
画
、
解
剖
図
な
ど
を
描
い
た
ポ
ケ
ッ
ト
型
の
写
生
帳
が
二
冊
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

・
数
学
、
装
飾
的
幾
可
図
、
遠
近
法
、
国
語
、
美
術
史
初
歩
。

・
立
体
幾
可
、
蔭
影
法
、
遠
近
法
、
建
築
学
初
歩
、
装
飾
法
、
人
物
画
、
解
剖
学
初
歩
、
国
語
、
美
術
史
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
要
を
記
す
と
、

朝
の
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
あ
る
。
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る
。

二
冊
目
（
「
滞
欧
作
Ｈ
」
）
は
、
前
半
三
十
四
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
美
術
解
剖
学
関
連
の
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
第
一
ペ
ー
ジ
に
は
、
上
半
身
の
筋
系
（
後
面
）

の
図
が
彩
色
さ
れ
て
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
震
旧
の
ｇ
へ
］
へ
二
》
の
日
付
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
曰
付
は
、
明
治
二
十
三
年
一
月
一
一
十
曰
の
意
で
あ
る
。

、
。
…

パリ留学時代の久米の写生帳

剖学のスケッチ。

〔久米美術館蔵〕

こみられる解

親
議
鐙

ｑ
■

阻騨｛》へ鰄蝋轍鮒蝋蝋蝋醐蝋澱蝿縦■■母蝋蝋蝋蝋繍繍鱸繊蝋

蕊
繊

こ
れ
ら
の
写
生
帳
は
、
カ
ー
キ
色
の

布
装
で
あ
る
。

一
冊
目
の
写
生
帳
（
「
滞
欧
作
Ｈ
」
）

に
は
、
バ
ロ
セ
ロ
ナ
の
湖
水
、
セ
ヴ
ィ

ラ
の
町
、
人
物
画
（
男
性
、
女
性
）
な

ど
の
エ
ン
ピ
ッ
画
の
ほ
か
に
、
計
十
四

ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
解
剖
の
ス
ケ
ッ
チ

が
描
か
れ
て
い
る
。
主
に
エ
ン
ピ
ッ
を

用
い
描
い
た
も
の
だ
が
、
中
に
は
赤
や

青
の
色
エ
ン
ピ
ッ
を
使
っ
た
も
の
も
あ

｜
冊
目
（
「
滞
欧
作
Ｂ
」
）
…
…
伽

、
×
Ⅲ
典
厚
さ
ｕ
叩
（
五
十
四
枚
、

一
八
八
八
～
八
九
年
）

二
冊
目
（
「
滞
欧
作
Ｈ
」
）
…
…
伽

、
×
川
辺
厚
さ
皿
、
（
五
十
二
枚
、

一
八
九
○
～
九
二
年
）
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日本における美術解剖学
こ
れ
ら
二
冊
の
写
生
帳
に
見
ら
れ
る
解
剖
学
の
メ
モ
（
ス
ケ
ッ
チ
）
は
、
講
義
用
の
も
の
だ
か
ら
教
師
が
黒
板
に
几
帳
面
に
描
い
た
も
の
で
は
な
い
。
が
、

久
米
は
解
剖
の
術
語
（
フ
ラ
ン
ス
語
）
に
対
応
す
る
訳
語
や
説
明
な
ど
を
曰
本
語
で
入
れ
て
い
る
。
が
、
い
ず
れ
も
な
ぐ
り
書
き
な
の
で
判
読
は
容
易
で
は
な

い
０

二
冊
あ
る
写
生
帳
に
見
ら
れ
る
解
剖
図
を
総
括
的
に
の
べ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

〔
滞
欧
作
Ｈ
〕

と
・
つ

僥
骨

（
腰
並
上
函

わ
ん
こ
う

腕
僥
骨
筋

え
ん
か
い

円
回
内
筋

大
内
転
筋

腓
側
広
筋

三
頭
筋

三
角
筋

大
瞥
筋

ア
キ
レ
ス
腱

だ
い
で
ん

ひ
ふ
く

腓
腹
筋

短％短下か腓
指し母腿鷹側
伸k指し十広
筋覚伸ｋ字筋

筋常靭H
帯$

上
腿
部
）

（
輪
切
り
に
し
た
も
の
）
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き
専
門
用
語
に
曰
本
語
を
添
え
て
い
る
点
で
あ
る
。

考
書
を
ひ
も
と
き
翻
訳
さ
え
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

先
の
写
生
帳
二
冊
は
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）

〆
モ

う
け
た
と
き
、
備
忘
録
と
し
て
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
黒
板
に
書
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
と
各
部
位
の
専
門
語
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
ひ
と
つ
疑
問
に
思
わ
れ
る
の
は
、
久
米
が
と
き
ど

０

専
門
用
語
に
曰
本
語
を
添
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
久
米
は
留
学
中
に
解
剖
学
の
講
義
を
聞
い
た
だ
け
で
満
足
せ
ず
、
さ
ら
に
そ
れ
を
積
極
的
に
勉
強
し
、
参

そ
う
ぼ
う

僧
帽
筋

し
よ
う
蛍
》
よ
う

小
胸
筋

じ
よ
う
わ
ん

上
腕
筋

〔
滞
欧
作
Ｂ
〕

人
体
側
面
図
（
上
半
身
の
各
筋
に
簡

犬
の
顔
や
牛
の
す
が
た
の
ス
ケ
ッ
チ

喉
筋

牛
の
体
の
骨
の
よ
う
な
も
の
の
ス
ケ
ッ
チ

眼
球
と
耳
の
図

背
骨
の
一
部

動
物
の
頭
が
い
骨
の
よ
う
な
も
の
の
ス
ケ
ッ
チ

側
鋸
筋 さ
ん
と
う
き
ん

上
腕
一
二
頭
筋

そ
く
き
よ
う

だ
い
き
よ
う
き
ん

大
胸
筋

（
上
半
身
の
各
筋
に
簡
単
な
説
明
（
欧
文
）
が
つ
い
て
い
る
）

か
ら
同
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
ま
で
の
約
四
カ
年
、
久
米
が
美
術
学
校
で
美
術
解
剖
学
の
授
業
を
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llliJ
解
剖
学
に
関
す
る
原
書
を
訳
す
に
し
て
も
、
ま
た
写
生
帳
に
写
し
た
専
門
用
語
に
訳
を
つ
け
る
に
し
て
も
、
仏
和
辞
典
や
医
学
（
解
剖
）
用
語
辞
典
は
欠
か

せ
な
か
っ
た
は
ず
だ
か
ら
、
曰
本
か
ら
船
便
で
取
り
よ
せ
て
使
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て
久
米
は
、
パ
リ
に
お
い
て
”
美
術
解
剖
学
“
と
い
っ
た
新
た
な
学
問
の
洗
礼
を
う
け
た
の
ち
、
足
か
け
七
年
の
留
学
生
活
を
お
え
て
、
明
治
二
十

六
年
（
一
八
九
三
）
六
月
帰
国
す
る
と
、
制
作
や
出
品
に
精
を
出
し
、
黒
田
と
「
天
真
道
場
」
（
山
本
方
翠
の
生
巧
館
画
学
校
を
ゆ
ず
り
受
け
た
も
の
）
を
開

久
米
自
身
、
エ
ン
ピ
ッ
や
絵
筆
を
と
っ
た
人
で
あ
る
か
ら
、
「
人

芸
術
家
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
か
を
認
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

久
米
は
解
剖
の
授
業
を
う
け
る
に
つ
れ
て
、
徐
々
に
こ
の
学
問
に
強
い
興
味
を
抱
く
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

久
米
自
身
、
エ
ン
ピ
ッ
や
絵
筆
を
と
っ
た
人
で
あ
る
か
ら
、
「
人
体
に
と
り
て
は
筋
骨
の
所
在
を
明
ら
か
に
顕
は
す
こ
と
」
Ｓ
方
眼
美
術
論
』
）
が
、
い
か
に

（
明
治
二
十
五
年
Ⅱ
一
八
九
二
）

｜
月
一
一
十
一
一
日

午
前
ハ
学
校
午

（
ギ
リ
シ
ヤ
）

午
後
解
剖
窒
已
希
臘
時
代
ノ
章
ヲ
訳
ス

夜
ハ
塩
豚
ノ
汁
ニ
シ
テ
飯
ヲ
食
上
散
歩

と
「
天
真
道
場
」
（
山
本
方
翠
の
生
巧
館
画
学
校
を
ゆ
ず
り
受
け
た
も
の
）
を
開

設
し
、
後
進
の
育
成
に
力
を
尽
し
た
。

っ
英

撮
田

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
四
月
か
富
ｂ
、
久
米
は
黒
田
に
誘

で
和
昭

リ
に
野

く
り
佐
眺
わ
れ
て
、
東
京
美
術
学
校
で
美
術
解
剖
学
を
教
え
る
よ
う
に
な
り
、

》繩刊川大正十五年（’九一一六）三月、教え子西田正秋に講座を
》坐擁緬委ねるまで、じっに一一一十年にわたって斯学を講じたので
０
右
明

０
．
透
柵
あ
る
。

》轤鮒新
覧
則
輝
鮒

〃
ガ
イ
ゼ
ル
ひ
げ
“
の
こ
わ
い
先
生

博
会
清
く

国
会
田

万
馬
黒

リ
白

『
東
京
美
術
学
校
一
覧
』
（
雛
卿
齢
一
一
一
什
一
一
聯
）
に
よ
る
と
、
久
米
が

パ
た
作

考
古
学
や
美
術
解
剖
を
教
え
て
い
た
こ
の
時
期
に
、
｜
雇
教
□
貝
と
し

138（33）



せ
い
が
い

在
学
中
、
語
学
は
英
語
を
え
ら
び
、
選
抜
科
ロ
ロ
で
は
大
村
西
崖
（
一
八
六
八
～
一
九
一
一
七
、
明
治
・
大
正
期
の
美
術
史
家
）
の
東
洋
考
古
学
を
学
ん
だ
。
諸

（
蛆
）

学
科
の
中
に
”
美
術
解
剖
学
“
と
い
う
の
が
あ
り
、
人
体
の
骨
学
し
」
筋
学
を
一
一
カ
年
に
わ
た
り
久
米
桂
一
郎
か
ら
毎
週
習
っ
た
。

こ
の
学
問
は
、
当
時
一
般
に
は
「
芸
用
解
剖
学
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
美
校
で
は
”
美
術
解
剖
“
と
か
”
解
剖
学
〃
と
公
示
さ
れ
て
い
た
。
西
田
が
と
り

わ
け
興
味
を
抱
い
た
の
は
、
解
剖
学
で
あ
っ
た
。

西
田
正
秋
の
略
歴
に
つ
い
て
記
す
と
、
か
れ
は
明
治
三
十
四
年
二
九
○
一
）
に
東
京
市
本
郷
区
西
片
町
に
生
ま
れ
、
の
ち
熊
本
に
移
り
、
熊
本
中
学
校
在

学
中
に
神
戸
へ
移
住
し
、
関
西
学
院
中
学
に
転
校
し
た
。
父
の
影
響
も
あ
っ
て
動
植
物
に
興
味
を
抱
い
た
。

（
蛆
）

大
正
九
年
（
一
九
二
○
）
上
京
し
た
。
「
川
端
画
学
校
」
（
小
石
川
区
下
富
坂
町
十
九
）
の
洋
画
部
で
絵
画
を
ま
な
ぶ
か
た
わ
ら
、
「
ア
ー
プ
ネ
・
フ
ラ
ン
セ
」

に
通
い
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん
だ
。
大
正
十
年
（
一
九
一
一
一
）
三
月
、
東
京
美
術
学
校
の
西
洋
画
科
に
入
学
し
た
。
在
学
中
は
成
績
優
秀
に
つ
き
特
待
生
に
え

て
埼
玉
県
平
民
・
新
井
春
次
郎
と
い
う
も
の
が
〃
美
術
解
剖
〃
を
担
当
す
る
教
師
と
し
て
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
。

ま
た
同
書
の
（
鋤
卿
齢
醐
卦
孵
）
を
見
る
と
、
助
手
雇
い
と
し
て
栃
木
県
士
族
・
谷
斉
一
と
い
う
も
の
が
”
解
剖
学
“
を
教
え
て
い
る
。
両
者
の
履
歴
に
つ
い

て
は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
医
科
大
学
の
解
剖
学
の
専
門
家
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
一
人
の
名
前
は
『
東
京
美
術
学
校
の
歴
史
』
や
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
』
に

も
出
て
こ
な
い
も
の
で
あ
り
、
『
東
京
美
術
学
校
一
覧
」
を
通
覧
ち
ゅ
う
に
見
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

久
米
桂
一
郎
の
推
挙
に
よ
っ
て
、
東
京
美
術
学
校
の
西
洋
画
科
を
大
正
十
五
年
〔
一
九
二
六
）
一
一
一
月
に
卒
業
し
た
西
田
正
秋
（
滋
賀
出
身
）
は
、
同
年
四
月

一
一
十
三
曰
異
例
の
抜
擢
を
う
け
て
助
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。
以
後
か
れ
は
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
一
一
一
月
に
退
官
す
る
ま
で
、
東
京
芸
術
大
学
で
じ
っ
に

に
通
い
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん
聖

ら
ば
れ
、
級
長
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

四
十
三
年
間
も
教
鞭
を
と
っ
た
。

一
」
上
」

就
中
、
芸
術
用
解
剖
学
ヲ
最
モ
好
ミ
ソ
ノ
研
究
ヲ
専
攻
セ
シ
「
－
ヲ
志
シ
多
少
基
礎
学
科
ヲ
モ
独
習
シ
書
籍
研
究
材
料
等
ノ
蒐
集
ニ
モ
努
メ
今
曰
一
一
及
く
り

（
「
状
Ⅲ
年
職
員
関
係
書
類
撫
務
」
）
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笑
っ
て
い
る
者
。
私
語
し
て
畦

先
生
は
大
声
で
ど
な
っ
た
。

西
田
に
は
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）

ひ
げ
“
を
は
や
し
て
い
る
。
表
情
は
概
‐

昭
和
十
年
Ｃ
九
三
五
）
に
美
校
の
彫

授
業
ぶ
り
を
伝
え
て
お
り
、
な
か
な
か
七

カ
イ
ゼ
ル
ひ
げ
の
西
田
先
生
、
生
徒
杉

た
。 西
田
は
東
京
美
術
学
校
の
専
任
教
員
と
な
る
や
、
同
じ
年
の
八
口

他
を
研
究
し
、
さ
ら
に
斯
学
の
知
識
を
ふ
か
め
る
こ
と
に
努
め
た
。

し
、
ま
た
興
味
し
ん
し
ん
で
あ
っ
た
。

（
妬
）

美
校
で
の
西
田
の
担
当
教
科
は
、
昭
和
初
年
ご
ろ
ま
で
木
炭
画
実
習
１
と
解
剖
学
で
あ
っ
た
。
が
、
の
ち
”
解
剖
学
“
”
解
剖
学
大
意
“
（
昭
和
十
一
年
）
と
な

っ
た
り
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
科
目
に
〃
東
洋
彫
刻
史
“
（
昭
和
十
四
年
）
な
ど
が
加
わ
っ
た
。

〃
解
剖
学
“
と
〃
解
剖
学
大
意
〃
は
ど
う
ち
が
う
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
昭
和
十
年
代
に
美
校
に
入
学
し
た
生
徒
は
、
こ
の
科
目
に
少
な
か
ら
ず
驚
い
た

ｌ
不
ま
じ
め
な
者
は
出
て
ゆ
け
．
顔
を
こ
ち
ら
に
向
け
る
／

こ
の
先
生
の
第
一
声
に
、
全
生
徒
は
あ
然
と
し
た
。
こ
の
一
喝
に
、

西
田
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
話
を
し
た
。

ｌ
こ
こ
で
い
う
解
剖
学
と
は
、
諒

品
を
理
論
的
に
解
剖
す
る
こ
と
で
あ
る
。

の
西
田
先
生
、
生
徒
に
あ
な
ど
ら
れ
な
い
よ
う
に
気
を
配
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
教
室
に
入
る
と
、
全
生
徒
を
に
ら
み
渡
す
。

私
語
し
て
い
る
者
。
そ
ろ
そ
ろ
窓
か
ら
外
に
飛
び
出
よ
う
か
と
思
っ
て
い
る
者
、
生
徒
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

一
一
九
四
四
）
「
写
真
工
業
専
門
学
校
」
で
撮
っ
た
写
真
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
見
る
と
、
ハ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
大
き
な
”
カ
イ
ゼ
ル

表
情
は
概
し
て
き
び
し
く
、
目
は
小
さ
い
が
な
か
な
か
鋭
い
。
教
場
へ
は
医
者
の
よ
う
に
い
つ
も
白
衣
姿
で
出
か
け
た
。

に
美
校
の
彫
刻
科
木
彫
部
に
入
学
し
た
西
村
公
明
（
の
ち
東
京
芸
術
大
学
名
誉
教
授
）
の
回
想
は
、
若
い
こ
ろ
の
西
田
の
風
貌
と

な
か
な
か
お
も
し
ろ
い
。

一
般
に
考
え
る
解
剖
で
は
な
い
。
芸
術
作
品
の
解
剖
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、
作
品
の
材
質
を
解
剖
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
作

（
“
）

同
ト
レ
年
の
八
月
か
ら
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
解
剖
学
教
室
に
通
い
は
じ
め
、
解
剖
実
習
を
剖
検
し
、
そ
の

さ
す
が
の
の
ら
く
ら
生
徒
も
気
合
が
入
り
、
教
師
の
こ
と
ば
を
ま
じ
め
に
聴
こ
う
と
し

く
す
く
す
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術
解
剖
学
」
を
秋
ま
で
六
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
た
。

西
田
の
こ
の
天
才
わ
ざ
は
、
生
徒
た
ち
を
心
服
さ
せ
る
の
に
十
分
で
あ
っ
た
。

美
校
は
予
科
一
年
、
本
科
四
年
で
あ
っ
た
。
絵
画
や
彫
刻
を
専
攻
す
る
者
は
、
本
科
二
年
ま
で
解
剖
学
を
履
習
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
生
徒
た
ち
は
、
と

き
ど
き
質
問
し
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
変
な
こ
と
を
尋
ね
て
、
ど
な
ら
れ
る
の
が
恐
ろ
し
く
て
、
先
生
に
は
近
づ
か
な
か
っ
た
。

西
田
は
美
校
の
助
教
授
に
な
っ
た
大
正
十
五
年
七
月
、
『
み
ず
え
』
（
第
二
五
七
号
）
か
ら
、
美
術
解
剖
学
に
つ
い
て
の
最
初
に
発
表
し
た
通
論
「
趣
味
の
美

美
校
生
は
、
絵
の
技
術
に
か
け
て
は
、
学
者
先
生
よ
り
も
は
る
か
に
上
だ
、
と
自
信
を
も
っ
て
い
た
が
、
両
手
を
使
っ
て
描
い
た
の
に
は
、
ま
っ
た
く
度
肝

（
蛤
）

を
抜
か
れ
た
（
西
村
公
明
「
懐
か
し
の
一
戸
・
西
田
先
生
の
著
作
集
」
）
。

こ
の
美
を
探
る
目
、
心
を
、
君
た
ち
の
作
品
づ
く
り
に
活
用
で
き
れ
ば
、
今
の
作
品
よ
り
も
、
よ
り
一
層
の
芸
術
性
豊
か
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

西
田
の
こ
の
開
講
の
辞
は
、
生
徒
た
ち
全
員
の
胸
に
ひ
び
い
た
。
だ
れ
ひ
と
り
席
を
立
つ
も
の
、
教
室
か
ら
抜
け
出
よ
う
と
す
る
者
も
い
な
か
っ
た
。
だ
れ

も
が
教
師
の
小
さ
い
目
に
吸
い
込
ま
れ
た
。

ｌ
た
と
え
ば
、
…
…

と
、
い
っ
て
黒
板
に
人
体
の
全
身
図
を
一
筆
描
き
の
よ
う
に
、
さ
ら
さ
ら
と
描
い
た
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

こ
の
位
の
こ
、
と
な
ら
、
別
に
お
ど
ろ
く
こ
と
は
な
い
の
だ
が
、
西
田
が
白
の
チ
ョ
ー
ク
を
両
手
に
一
本
ず
つ
持
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
宮
本
武
蔵
の
一
一
刀
流
の
よ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

う
に
、
左
右
対
照
に
一
気
に
描
い
た
の
に
は
、
一
同
び
っ
く
り
し
た
。

西
田
は
「
緒
言
」
に
お
い
て
、
本
稿
の
趣
意
と
抱
負
に
つ
い
て
、
基
礎
的
、
専
門
的
な
と
こ
ろ
、
難
解
な
と
こ
ろ
を
一
切
省
略
し
て
、
趣
味
の
う
え
か
ら
書

い
た
の
が
こ
の
ペ
ー
ジ
で
あ
る
と
し
、
「
き
わ
め
て
簡
単
に
美
術
解
剖
の
歴
史
と
意
義
と
を
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
美
術
と
解
剖
学
と
の
関
係
を
明
ら
か

つ
い
で
教
師
は
、

君
た
ち
は
、
す
ば
ら
し
い
作
品
を
見
れ
ば
美
し
い
と
感
じ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
と
き
、
そ
の
作
品
の
ど
こ
が
美
し
い
か
。
な
ぜ
そ
こ
が
美
し
い
と
思
っ
た
の
か
。
こ
の
よ

う
な
目
で
、
古
来
名
作
と
い
わ
れ
る
作
品
を
一
点
一
点
を
よ
く
み
る
と
、
そ
こ
に
共
通
し
た
美
の
あ
る
こ
と
に
気
付
く
だ
ろ
う
。
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日本における美術解剖学

同
書
の
構
成
は
、
「
序
」
に
は
じ
ま
り
、
つ
い
で
第
一
篇
概
論
、
第
一
部
は
通
論
（
美
術
解
剖
略
史
、
美
術
解
剖
学
の
意
義
な
ど
）
、
第
二
部
は
補
説
（
美

術
解
剖
学
に
よ
る
美
術
の
見
方
、
ギ
リ
シ
ャ
神
ア
ポ
ロ
の
頭
骨
測
定
な
ど
）
か
ら
な
る
。
第
二
篇
は
各
論
集
で
あ
り
、
第
一
部
は
目
、
第
二
部
は
口
、
髪
毛
、

手
、
第
三
部
は
頭
首
、
顔
面
、
第
四
部
は
肉
体
、
第
五
部
は
服
飾
、
第
六
部
は
動
勢
表
現
か
ら
な
っ
て
い
る
。

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
二
か
ら
昭
和
十
八
年

実
測
を
お
こ
な
う
た
め
に
中
国
に
渡
り
、
そ
の
成
酉

戦
時
下
の
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
、
西
田
片

（
’
九
四
四
）
『
美
術
解
剖
学
論
孜
」
を
刊
行
し
た
。

く
か
ん

し

第
一
一
回
目
か
ら
第
五
回
目
に
か
け
て
、
や
や
専
門
的
な
記
述
に
な
り
、
躯
幹
（
か
ら
だ
）
、
上
肢
、
下
肢
、
頭
首
の
順
で
説
い
て
ゆ
く
。

西
田
が
一
般
む
け
に
は
じ
め
て
書
い
た
こ
の
記
念
す
べ
き
論
文
は
、
の
ち
自
著
『
美
術
解
剖
学
論
孜
』
（
聖
紀
書
一
房
、
昭
和
四
・
１
）
に
収
め
ら
れ
た
。
か

れ
は
同
書
を
著
わ
す
ま
で
約
二
五
○
篇
の
大
小
の
論
文
を
諸
雑
誌
や
新
聞
な
ど
に
発
表
し
た
。

美
校
の
専
任
教
員
に
な
っ
て
六
年
後
の
昭
和
六
年
（
’
九
一
一
一
一
）
に
「
能
面
の
研
究
ｌ
‐
‐
ｌ
小
面
の
眼
辺
の
動
勢
に
関
す
る
一
考
察
」
を
執
筆
し
、
「
思
想
」

ム
ー
プ
マ
ン

（
第
一
○
四
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
は
西
田
の
独
創
的
な
業
績
の
一
つ
し
」
さ
れ
る
論
考
で
あ
り
、
静
的
に
思
わ
れ
る
小
面
の
な
か
に
動
き
を
見
い
出
し
、

に
し
、
両
者
の
提
携
し
て
ゆ
く
道
の
存
在
を
た
し
か
め
、
そ
れ
か
ら
趣
味
の
各
論
へ
と
筆
を
進
め
」
た
と
述
べ
て
い
る
。

一
般
読
者
む
き
に
や
さ
し
く
書
い
た
こ
の
記
事
は
、
簡
に
し
て
要
を
え
て
い
る
。

か
れ
は
旧
石
器
時
代
に
、
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
中
の
ア
ル
タ
ミ
ラ
の
洞
窟
か
ら
発
見
さ
れ
た
獣
類
壁
画
か
ら
説
き
は
じ
め
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
や
ギ
リ
シ
ャ
の
立
像
、

イ
タ
リ
ア
の
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
美
術
解
剖
学
の
始
ま
り
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
ち
、
十
九
世
紀
末
に
起
っ
た
美
術
界
の
革
命
ｌ
客
観
か
ら
主
観
へ
の

転
換
に
と
も
な
い
、
解
剖
学
が
美
術
か
ら
遠
ざ
か
り
、
医
家
へ
傾
斜
し
た
ｌ
に
ふ
れ
た
。

つ
い
で
美
術
家
に
と
っ
て
の
解
剖
学
の
意
義
に
ふ
れ
、
そ
れ
が
「
美
的
観
察
力
と
動
的
表
現
法
を
習
得
せ
し
む
る
一
方
便
」
と
し
て
、
美
術
解
剖
学
は
授
け

（
第
一
○
四
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
は
丙

（
灯
）

そ
れ
に
つ
い
て
考
察
を
加
》
え
た
も
の
で
あ
る
。

ら
れ
る
べ
き
も
の
と
説
い
た
。

う
ん
こ
う

（
組
）

か
ら
昭
和
十
八
年
（
’
九
四
一
一
一
）
に
か
け
て
一
二
回
、
雲
崗
（
山
西
省
大
同
県
の
西
に
位
置
）
の
石
窟
彫
刻
（
石
像
）
の
様
式
や

に
渡
り
、
そ
の
成
果
は
『
東
洋
美
術
論
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
。

九
四
一
一
）
、
西
田
は
顔
面
美
に
つ
い
て
の
論
考
『
顔
の
形
態
美
』
（
聖
紀
書
一
房
）
を
著
わ
し
、
つ
い
で
二
年
後
の
昭
和
十
九
年
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子
供
が
病
い
の
た
め
入
院
し
、
退
院
後
は
曰
々
山
に
薪
を
取
り
に
入
り
、
畑
の
手
入
れ
か
ら
冬
の
食
糧
と
し
て
の
大
根
干
し
な
ど
、
百
姓
と
同
じ
仕
事
を
し
、

雨
雪
の
と
き
は
被
服
の
ポ
ロ
修
理
を
し
た
。
西
田
は
過
去
二
十
数
年
、
研
究
の
み
に
専
念
し
、
ま
っ
た
く
家
事
を
省
み
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と
い
い
、
い
ま

（
閉
）

は
磧
罪
の
つ
も
り
で
、
下
男
下
女
の
ご
と
く
家
庭
に
奉
仕
し
て
い
る
と
語
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
い
ま
の
社
会
事
情
で
は
、
上
京
し
て
も
ま
と
も
な
研
究
や
教
育
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
し
、
そ
の
上
衣
食
住
に
困
る
よ
う
な
ら
、
東
京
へ
行
く
意
味
が

を
打
た
れ
る
。

（
砲
）

と
幾
度
か
瑳
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
。

戦
局
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
正
常
な
授
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
昭
和
十
九
年
の
夏
休
み
あ
け
ま
で
で
あ
り
、
同
年
秋
か
ら
全
生
徒
に
勤
労
動
員
令
が

（
別
）

く
だ
っ
た
。
西
田
は
生
徒
を
引
率
し
、
郡
山
市
郊
外
の
陸
軍
航
空
整
備
隊
に
配
属
さ
れ
、
整
備
兵
教
育
用
の
教
材
掛
図
作
成
に
し
た
が
っ
た
。

戦
時
中
、
西
田
は
大
災
厄
に
遭
っ
た
。
そ
れ
は
そ
れ
ま
で
苦
労
し
て
集
め
た
書
物
や
資
料
約
一
万
冊
、
身
長
の
高
さ
ま
で
あ
っ
た
ノ
ー
ト
の
す
べ
て
を
戦
災

に
よ
っ
て
失
っ
た
。
「
そ
れ
で
も
、
た
と
え
僅
か
で
も
再
建
し
た
い
と
乞
食
の
よ
う
に
な
っ
て
資
料
・
ノ
ー
ト
の
回
復
に
つ
と
め
た
が
『
曰
暮
れ
て
途
還
し
』

昭
和
十
八
年
四
月
、
西
［

（
印
）

か
ら
教
授
へ
と
昇
格
し
た
。

な
い
、
と
い
っ
て
い
る
。

家
を
焼
か
れ
、
す
べ
て
を
失
っ
た
西
田
は
、
家
族
と
と
も
に
疎
開
先
（
滋
賀
県
蒲
生
郡
苗
村
大
字
山
之
上
二
六
五
○
）
で
窮
乏
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。
昭
和

一
一
十
一
年
（
一
九
四
六
）
二
月
十
一
一
一
曰
付
の
書
簡
（
美
校
の
上
野
直
昭
、
村
田
良
策
両
先
生
に
宛
て
た
も
の
）
を
読
む
と
、
終
戦
後
の
窮
迫
し
た
暮
ら
し
に
胸

ず
、
生
徒
も
ろ
く
に
出
て
参
ら
ず
、
恩
ふ
様
な（
則
）

京
す
る
の
か
全
く
意
味
な
き
事
と
存
じ
候
：
：
：

た
だ
た
だ

上
京
し
て
美
校
で
真
に
お
役
に
立
っ
て
散
る
の
な
ら
は
、
最
早
あ
き
ら
め
申
す
べ
く
候
へ
ど
も
、
折
角
上
京
し
て
米
ロ
唯
々
経
費
の
み
か
．
当
り
て
、
ろ
く
な
勉
強
も
出
来

ず
、
生
徒
も
ろ
く
に
出
て
参
ら
ず
、
恩
ふ
様
な
講
義
も
出
来
ず
、
そ
の
上
曰
々
空
腹
と
疲
労
と
買
出
し
に
困
惑
す
る
だ
け
な
ら
ば
、
何
の
目
的
あ
っ
て
、
効
果
あ
っ
て
上

西
田
は
解
剖
学
、

（
卿
）

東
洋
美
術
史
、
西
洋
彫
刻
史
の
授
業
担
当
を
命
ト
）
ら
れ
、
昭
和
一
一
十
年
（
一
九
四
五
）
五
月
十
曰
を
も
っ
て
助
教
授
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学
Ｊ
「
に
ラ
ー
ー
１
７
，
７
｜
に
；
．

鰍
戦
後
、
西
田
は
古
刻

術美
か
け
古
美
術
を
見
、
〃

フ（）

鮒
報
社
、
昭
和
別
・
７
‐
）

｝
」

刺
や
が
て
名
物
教
授
（

［［］

た
。
そ
の
後
文
化
服
蛙

ｌ
西
田
先
生
は
予
科
の
と
き
の
予
科
長
で
あ
っ
た
の
で
、
少
し
怖
い
存
在
だ
っ
た
。
解
剖
学
の
他
に
美
術
一
般
の
学
識
を
折
々
に
話
さ
れ
、
今
で
も
思
い

出
す
こ
と
が
あ
る
。
昔
は
生
徒
が
東
大
ま
で
実
際
に
解
剖
を
見
に
行
っ
た
と
か
聞
い
た
が
、
私
た
ち
の
と
き
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

西
田
先
生
も
戦
争
で
家
を
失
い
、
ご
不
自
由
な
生
活
を
し
て
お
ら
れ
た
。
昼
時
な
ど
に
大
浦
食
堂
か
ら
ど
ん
ぶ
り
一
杯
の
す
い
と
ん
（
う
ど
ん
粉
の
だ
ん
ご

（
弱
）

を
実
に
し
た
汁
ｌ
引
用
者
）
を
手
に
持
っ
て
廊
下
を
歩
い
て
行
か
れ
た
お
姿
が
今
も
目
に
浮
か
ぶ
。

戦
後
、
西
田
は
古
刹
や
神
社
を
訪
ね
た
り
、
芝
居
見
物
や
観
劇
を
通
じ
て
、
人
体
美
学
の
問
題
へ
と
近
づ
き
、
と
き
に
生
徒
を
連
れ
て
、
奈
良
や
京
都
に
出

か
け
古
美
術
を
見
、
仏
像
な
ど
の
計
測
を
お
こ
な
い
、
そ
の
成
果
は
、
『
人
体
美
学
概
説
』
（
中
央
美
術
学
院
、
昭
和
肥
・
１
）
、
「
新
女
性
美
』
（
東
洋
経
済
新

西
田
の
美
校
へ
の
復
職
は
定
か
で
な
い
が
、
昭
和
二
‐

に
入
学
し
た
川
村
菊
恵
の
回
想
に
よ
る
と
、
学
校
に
入
］

も
腹
を
す
か
し
て
お
り
、
み
じ
め
な
暮
し
ぶ
り
で
あ
豆

こ
の
年
の
夏
休
み
、
学
校
は
希
望
者
を
あ
つ
め
、
飛
［

子
は
古
い
布
で
つ
く
っ
た
ブ
ラ
ウ
ス
を
着
て
出
か
け
た
。

ま
だ
き
び
し
い
状
態
で
あ
っ
た
。

美
校
は
終
戦
の
年
の
十
月
一
曰
か
ら
再
開
し
た
。
教
師
と
生
徒
も
敗
戦
と
占
領
と
を
い
ち
ど
に
味
わ
い
、
世
情
の
激
変
の
な
か
で
、
物
資
不
足
と
闘
い
な
が

ら
、
新
し
い
曰
本
社
会
で
再
出
発
に
む
け
て
ゆ
っ
く
り
と
歩
み
だ
し
た
。

と
く
に
曰
本
国
民
を
悩
ま
し
た
、
食
糧
を
中
心
と
す
る
物
資
不
足
が
緩
和
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
三
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
終
戦
後
、
四
、
五
年
は

引
率
者
は
、
西
田
正
秋
と
加
藤
顕
清
で
あ
り
、
神
社
の
》

川
村
菊
恵
は
、
美
校
に
お
け
る
西
田
の
様
子
に
ふ
れ
て
、

教
授
の
西
田
は
、
四
十
三
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
奉
職
し
た
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
を
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
三
月
、
定
年
退
官
し

化
服
装
学
院
（
の
ち
文
化
女
子
大
学
と
な
る
）
に
専
任
教
授
と
し
て
招
か
れ
、
昭
和
五
十
六
年
（
’
九
八
一
）
三
月
ま
で
〃
人
体
美
学
〃
を
講

と
し
て
結
実
し
た
。

は
定
か
で
な
い
が
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
昭
和
二
十
一
年
の
春
に
女
性
第
一
回
生
と
し
て
油
画
科

回
想
に
よ
る
と
、
学
校
に
入
学
し
た
も
の
の
絵
の
具
、
画
布
、
木
炭
紙
、
デ
ッ
サ
ン
を
消
す
た
め
の
パ
ン
も
何
も
な
く
、
誰
も
か
れ

（
弱
）

み
じ
め
な
暮
し
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ク
ラ
ス
の
中
に
は
、
栄
養
失
調
で
死
ん
だ
者
も
い
た
。

校
は
希
望
者
を
あ
つ
め
、
飛
田
の
高
山
で
夏
期
教
室
を
開
い
た
。
油
絵
か
ら
は
二
十
名
ほ
ど
が
参
加
し
、
皆
ポ
ロ
靴
を
は
き
、
女
の

神
社
の
そ
ば
の
民
家
を
宿
舎
と
し
た
。
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計
測
し
た
り
、
じ
っ
さ
い
（

者
は
西
田
正
秋
で
あ
っ
た
。

書
道
、
茶
道
、
香
道
、
》

き
、
と
西
田
は
考
え
た
。

西
田
は
ま
た
直
接
形
態
と
現
象
と
に
即
し
て
美
を
研
究
す
る
こ
と
を
”
形
象
美
学
“
と
仮
称
し
た
．
が
、
も
し
こ
れ
が
学
問
と
し
て
成
立
す
る
場
合
、
ｌ

美
術
、
音
楽
、
文
芸
、
舞
踊
、
演
劇
、
体
育
を
は
じ
め
と
し
、
建
築
、
工
芸
、
服
飾
、
美
容
、
料
理
な
ど
の
生
活
芸
術
群
に
も
、
ま
た
曰
本
の
古
典
芸
術
た
る

書
道
、
茶
道
、
香
道
、
華
道
、
庭
園
な
ど
に
も
、
具
体
的
な
美
学
（
美
の
本
質
、
原
理
な
ど
を
研
究
す
る
学
問
）
が
そ
れ
ぞ
れ
発
生
し
、
展
開
し
て
し
か
る
べ

義
し
た
。

を
変
え
て
し
ま
っ
た
。

西
田
の
研
究
方
法
は
、
一
応
人
体
を
自
然
科
学
的
（
美
術
解
剖
学
的
）
に
わ
き
ま
え
て
お
い
て
、
そ
れ
が
美
術
の
う
え
で
い
か
に
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
美
を

発
揮
し
て
い
る
か
を
、
自
然
の
人
体
と
比
較
研
究
す
る
や
り
方
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
そ
れ
を
”
人
体
美
学
“
と
い
う
新
し
い
学
問
に
変
え
た
。

す
な
わ
ち
、
基
礎
は
美
術
解
剖
学
に
お
く
が
、
そ
の
応
用
は
具
体
的
、
即
物
的
な
人
体
作
例
の
美
的
効
果
の
考
察
に
む
け
る
と
い
つ
た
ふ
う
に
、
指
導
原
理

西
田
は
論
集
の
「
発
刊
の
辞
」
に
お
い
て
、
過
去
半
世
紀
に
お
よ
ぶ
美
術
解
剖
学
の
学
習
を
振
り
か
え
り
、
ｃ
ぷ
ん
が
い
ま
考
え
て
い
る
斯
学
の
あ
り
方
に

つ
い
て
発
言
し
て
い
る
。
が
、
か
れ
の
考
え
に
は
捨
て
が
た
い
、
重
要
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
学
校
や
曰
本
の
美
校
に
お
け
る
美
術
解
剖
学
は
、
生
徒
に
た
だ
骨
格
や
筋
肉
の
あ
り
方
を
教
え
る
だ
け
で
、
あ
ま
り
に
も
医
学
的
解
剖

学
に
近
か
っ
た
。
西
田
に
よ
る
と
、
写
実
を
主
旨
と
す
る
十
九
世
紀
ま
で
の
西
洋
美
術
に
な
ら
ば
、
基
礎
学
術
と
し
て
適
用
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
人
体

の
形
姿
を
デ
フ
ォ
ル
メ
し
出
し
た
印
象
派
以
後
の
作
風
や
、
写
実
に
の
っ
と
っ
て
製
作
し
な
い
東
洋
、
こ
と
に
わ
が
国
の
古
美
術
な
ど
に
は
一
切
当
て
は
ま
ら

な
い
う
ら
み
が
あ
る
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
○
）
十
二
月
、

に
、
『
論
集
』
（
創
刊
号
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

西
田
流
の
美
術
解
剖
学
は
、
鴎
外
や
恩
師
の
久
米
が
お
こ
な
っ
て
き
た
伝
統
的
な
そ
れ
と
は
、
研
究
方
法
や
内
容
に
お
い
て
異
質
な
も
の
で
あ
り
、
作
品
を

（
訂
）

ネ
オ

側
し
た
り
、
じ
っ
さ
い
の
人
体
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
造
形
的
な
豊
か
さ
を
表
出
す
る
方
法
を
さ
ぐ
っ
た
。
曰
本
に
お
け
る
新
美
術
解
剖
学
の
創
設

西
田
は
有
志
と
と
も
に
「
美
術
解
剖
学
研
究
会
」
を
立
ち
あ
げ
、
つ
づ
い
て
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
蟇
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壜
１
１

学Ｉ立
口

解
『
新
編

術美
『
美
術
煙

る鮒
な
ど
が
あ
る

｝
」

刺
平
成
元
年

日

で
あ
る
。

有
メ
ル
ク
社
）
を
発
表
し
た
。

じ
て
知
り
あ
い
、
や
が
て
か
れ
に
師
事
し
、
昭
和
一

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
、
東
京
大
学
医
蛍

和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
東
京
芸
術
大
学
に
講
硅

は
「
美
術
解
剖
学
」
と
「
生
物
学
」
を
担
当
し
た
。

中
尾
の
美
術
解
剖
学
の
中
心
テ
ー
マ
は
、
女
体
一

そ
の
西
田
の
後
任
と
し
て
、
美
校
（
東
京
芸
術
大
学
）
の
美
術
解
剖
学
の
講
座
を
引
き
つ
い
だ
の
は
中
尾
喜
保
（
一
九
二
一
～
一
一
○
○
一
一
）
で
あ
る
。

大
正
十
年
に
大
阪
に
生
ま
れ
た
中
尾
は
、
昭
和
十
五
年
（
’
九
四
○
）
に
大
阪
工
芸
学
校
を
卒
業
す
る
と
す
ぐ
陸
軍
騎
兵
学
校
に
入
学
し
た
。
昭
和
十
七
年

（
’
九
四
二
）
に
卒
業
す
る
と
陸
軍
将
校
と
し
て
中
国
に
出
征
し
、
の
ち
同
地
で
終
戦
を
む
か
え
た
。

復
員
後
の
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
春
、
東
京
美
術
学
校
予
科
に
入
学
し
、
翌
年
業
を
お
え
る
と
工
芸
科
図
案
部
に
入
学
し
た
。
西
田
と
は
授
業
を
通

じ
て
知
り
あ
い
、
や
が
て
か
れ
に
師
事
し
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
○
）
美
校
を
卒
業
す
る
と
副
手
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
、
東
京
大
学
医
学
部
解
剖
学
教
室
の
研
究
生
と
な
り
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
は
東
京
大
学
助
手
と
な
っ
た
。
昭

和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
東
京
芸
術
大
学
に
講
師
と
し
て
奉
職
し
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
三
）
教
授
に
昇
格
し
た
。
西
田
は
「
人
体
美
学
」
を
、
中
尾

中
尾
の
主
な
著
述
と
し
て
は
、

が
あ
る
。

『
美
術
解
剖
学
ア
ト
ラ
ス
』
（
南
山
堂
、
昭
和
田
。
Ⅲ
）

『
新
編
美
術
解
剖
図
譜
』
（
曰
本
出
版
サ
ー
ビ
ス
、
昭
和
別
・
４
）

『
新
版
生
体
の
観
察
』
（
昭
和
船
・
岨
）

『
生
体
の
観
察
頭
部
編
』
（
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
レ
ン
ド
新
社
、
昭
和
Ⅳ
・
６
）

『
生
体
の
観
察
体
幹
・
体
肢
・
生
体
計
測
編
」
（
昭
和
仙
・
２
）

『
被
服
の
た
め
の
キ
ネ
ジ
オ
ロ
ジ
イ
』
（
人
間
と
技
術
社
、
昭
和
妃
・
４
）

（
’
九
八
九
）
、
中
尾
は
定
年
に
よ
り
退
官
し
た
。
そ
の
後
継
者
と
し
て
、
美
術
解
剖
学
の
講
座
を
担
当
し
た
の
は
、
高
橋
彬
（
一
九
三
一
一
～
）

女
体
の
〃
美
性
”
で
あ
っ
た
と
い
い
、
各
部
位
の
形
態
と
美
に
つ
い
て
論
じ
た
『
女
の
か
た
ち
』
（
草
士
社
、
萬
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高
橋
は
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
東
京
大
学
理
学
部
を
卒
業
し
、
翌
年
医
学
部
の
助
手
と
な
り
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
東
京
教
育
大
学
（
の

ち
筑
波
大
学
）
助
教
授
と
な
り
、
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
体
育
解
剖
学
研
究
室
教
授
と
な
っ
た
。
東
大
時
代
に
芸
大
で
骨
学
の
講
義
を
非
常
勤
と
し
て

教
え
て
い
た
。
が
、
昭
和
六
十
四
年
（
一
九
八
九
）
春
、
東
京
芸
術
大
学
教
授
に
迎
え
ら
れ
、
平
成
十
三
年
（
二
○
○
一
）
ま
で
勤
務
し
た
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
七
月
、
高
橋
を
中
心
に
芸
大
の
美
術
解
剖
研
究
室
が
母
体
と
な
っ
て
、
「
美
術
解
剖
学
会
」
が
発
足
し
た
。
こ
れ
は
従
来
の
枠
ぐ

み
に
と
ら
わ
れ
ず
美
術
か
ら
人
間
工
学
、
医
学
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
専
門
家
が
会
員
と
し
て
参
加
し
た
。

注

（
１
）
西
田
正
秋
『
美
術
國

（
２
）
同
右
、
二
一
四
頁
。

（
３
）
西
田
正
秋
『
人
体
茎

曰
本
の
美
術
解
剖
学
は
、
「
美
術
解
剖
学
会
」
が
設
立
さ
れ
た
の
を
機
に
、
そ
の
研
究
範
囲
も
テ
ー
マ
も
各
人
各
様
に
多
様
化
し
た
よ
う
に
思
え
る
が
、
将

（
閉
）

（
釦
）

来
的
に
は
”
人
の
か
た
ち
“
や
人
体
美
を
中
心
と
し
た
、
か
た
ち
の
学
問
と
し
て
発
展
し
て
ゆ
く
よ
う
で
あ
る
。
今
後
も
斯
学
の
中
心
と
な
る
の
は
、
東
京
芸

術
大
学
の
美
術
解
剖
研
究
室
で
あ
り
、
そ
こ
に
籍
を
お
く
宮
永
美
知
代
博
士
以
下
の
優
秀
な
研
究
員
ら
で
あ
る
。

が
、
同
人
は
本
年
三
月
停
年
を
も
っ
て
退
官
し
た
。

高
橋
の
学
風
は
、
前
任
者
の
中
尾
の
路
線
を
引
き
つ
ぐ
も
の
で
あ
る
が
、
研
究
に
お
い
て
は
客
観
性
を
重
視
し
、
美
術
解
剖
学
研
究
を
科
学
論
文
と
し
て
ま

（
閉
）

と
め
る
｝
」
と
を
院
生
に
求
め
た
と
い
う
。
高
橋
の
後
任
と
し
て
岩
手
医
科
大
学
か
ら
転
任
し
た
の
が
、
解
剖
学
者
の
山
内
昭
雄
教
授
（
’
九
三
五
～
）
で
あ
る

な
ど
で
あ
る
。

多
方
面
に
わ
た
る
分
野
は
、

美
術
、
図
学
、
色
彩
学
、
解
剖
学
、
人
類
学
、
歯
科
矯
正
学
、
形
成
外
科
学
、
□
腔
外
科
学
、
服
装
学
、
人
間
工
学
、
情
報
工
学
、
バ
イ
オ
メ
カ
ー
ー
ク
ス
、

ア
ナ
ト
ミ
カ
ル
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
足
と
靴
の
研
究
、
美
術
教
育
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
…
：
。

西
田
正
秋
『
美
術
解
剖
学
論
孜
』
（
聖
紀
書
房
、
昭
和
十
九
年
一
月
）
、
’
八
七
頁
。

西
田
正
秋
「
人
体
美
学
下
巻
』
（
現
代
社
、
平
成
五
年
五
月
）
の
「
序
言
」
よ
り
。
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日本における美術解剖学
（
４
）
久
米
桂
一
郎
に
師
事
し
た
西
田
正
秋
は
「
鴎
外
先
生
と
美
術
解
剖
学
」
Ｓ
鴎
外
』
第
七
号
所
収
）
を
執
筆
し
た
が
、
こ
の
中
で
「
（
恩
師
は
）
明
治
二
十
九
年
（
一
八

九
六
）
か
ら
昭
和
七
年
（
一
九
三
一
一
）
ま
で
一
一
一
十
六
年
間
、
そ
の
間
こ
の
美
術
解
剖
学
を
、
フ
ラ
ン
ス
の
同
学
の
権
威
ポ
ー
ル
・
リ
ッ
シ
ェ
博
士
の
テ
キ
ス
ト
を
原
本
と

た
し
か
に
鴎
外
は
、
デ
ュ
ヴ
ァ
ル
の
原
書
（
仏
書
）
を
一
一
冊
も
っ
て
い
た
（
い
ま
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
）
。
一
つ
は
勺
忌
・
】
の
。
》
呂
昌
・
己
の
ロ
］
）
巨
の
四
ｍ
の
』
の
の

四
三
の
芹
の
の
．
］
宅
］
．
も
う
一
冊
は
四
の
庁
・
】
［
の
。
①
］
》
目
呉
・
日
】
の
己
一
四
の
は
ｃ
巨
の
．
旧
の
の
日
日
（
【
の
の
。
］
の
の
］
】
ぐ
『
の
の
①
こ
の
の
①
８
『
ｏ
意
の
」
宅
ｍ
で
あ
る
。

し
か
し
、
鴎
外
は
こ
の
二
冊
を
目
の
前
の
机
の
う
え
に
置
い
て
い
た
と
し
て
も
、
著
述
に
利
用
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
か
と
思
え
る
。
ち
な
み
に
内
田
謙
が

い
う
「
ロ
ロ
『
四
］
の
シ
ロ
呉
。
【
己
の
三
【
丙
ご
ロ
の
臣
の
『
」
と
は
、
口
巨
ぐ
四
］
》
の
○
円
ロ
ロ
ロ
国
の
の
Ｑ
の
Ｈ
シ
ロ
呉
○
日
】
の
三
『
丙
ご
ロ
の
巨
臼
□
の
三
の
○
す
の
国
の
胃
す
の
一
三
口
ぬ
く
。
ロ
ゴ
『
の
】
一
・
℃
８
命
・

□
円
・
同
日
の
｛
の
四
口
□
ロ
ロ
日
Ｓ
ｍ
の
の
①
画
の
曰
く
。
□
可
○
ｍ
・
□
円
・
弓
ロ
・
三
○
一
］
】
の
○
二
ぐ
の
１
口
ぬ
く
。
ｐ
可
の
ａ
】
ご
ｐ
ｐ
ｑ
の
ロ
丙
の
旨
の
｛
三
肩
口
『
〆
］
①
層
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
デ
ュ

図
譜
』
人
間
と
技
術
社
、
昭
和
別
・
５
、
「
序
論
」
）
。

西
田
は
鴎
外
が
用
い
た
参
考
書
に
は
暗
か
っ
た
よ
う
で
、
単
に
「
こ
れ
は
先
述
の
久
米
先
生
と
同
選
の
御
著
書
と
は
、
ま
た
内
容
も
大
部
相
違
し
、
た
と
え
参
考
に
さ

れ
た
美
術
解
剖
学
書
が
、
ド
イ
ツ
の
何
か
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
随
所
に
先
生
の
繭
蓄
の
窮
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
二
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

鴎
外
が
美
校
で
の
美
術
解
剖
学
の
講
義
を
お
こ
な
う
と
き
、
主
に
用
い
た
の
は
、
］
・
【
○
一
一
日
四
目
の
勺
一
四
の
房
呂
の
シ
ロ
胃
・
己
の
Ｆ
の
」
官
碕
．
』
②
忠
で
あ
っ
た
、
と
い

う
ｓ
東
京
美
術
学
校
の
歴
史
』
日
本
文
教
出
版
株
式
会
社
、
昭
和
田
・
３
、
九
二
頁
）
。

し
か
し
、
鴎
外
の
粉
本
に
つ
い
て
は
、
他
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
説
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
。
「
ち
な
み
に
、
わ
が
国
に
正
式
に
美
術
解
剖
学
が

入
っ
て
き
た
の
は
、
森
林
太
郎
（
鴎
外
）
が
ロ
ロ
ぐ
四
一
の
シ
ロ
呉
・
己
の
霞
『
宮
口
の
←
］
の
『
を
訳
し
、
東
京
美
術
学
校
（
現
在
の
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
）
で
、
芸
用
解
剖

学
と
し
て
講
義
し
て
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
美
術
解
剖
学
の
名
称
が
文
献
に
あ
ら
わ
れ
た
の
は
、
明
治
初
期
で
あ
る
（
女
子
美
術
大
学
講
師
内
田
謙
編
著
『
美
術
解
剖

』
コ
ミ
。
『
員
の
』
「
は
め
は
Ｑ
Ｅ
①
ｊ
ヱ
ロ
ョ
＆
田

レ
ョ
ミ
○
冒
討
』
１
吋
は
ｐ
Ｅ
の
‐
曰
甸
菖
③
』
こ
○
巨

百
や
目
上
》
」
こ
○
胃
①
』
』
の
匹
冒
昌
○
ョ
肘
淫
耳
射

出
再
肘
威
ｐ
屋
の
皀
巨
〔
す
司
冨
出
ミ
ョ
ロ
ミ
．
ｐ
閂

な
ど
を
所
持
し
て
い
た
（
久
米
美
術
館
蔵
）
。

し
て
講
義
さ
れ
た
」
二
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

「
ポ
ー
ル
・
リ
ッ
シ
ェ
博
士
」
の
原
綴
は
、
宅
四
已
囚
＆
の
で
あ
る
。
久
米
は
同
人
が
著
し
た

レ
コ
ミ
。
『
員
⑯
』
「
は
め
は
Ｑ
Ｅ
①
ｊ
、
（
ロ
ョ
＆
田
□
函
の
「
骨
威
○
冨
旦
田
園
。
「
ョ
田
岡
胃
芯
司
肘
ミ
へ
崩
旦
屋
〔
ず
ｓ
の
帛
冒
ミ
ミ
ョ
ロ
巨
罰
ｓ
ｏ
の
寓
巳
、
。
の
｛
⑮
の
、
コ
コ
ロ
骨
Ｑ
Ｅ
罵
百
ご
Ｓ
、

、

』
ヨ
ミ
・
冒
討
』
「
爵
は
倉
の
‐
曰
冨
量
』
こ
○
ミ
ミ
①
レ
ョ
ミ
・
『
員
の
』
１
房
は
Ｑ
Ｅ
の
ａ
Ｅ
Ｓ
こ
の
出
ミ
ョ
ロ
ヨ
『
＆
冒
莇
も
｛
ミ
》
。
Ｅ
①
国
、
ョ
①
言
の
＆
夢
コ
ミ
・
『
員
の
冨
皆
○
『
ミ
ヨ
①

百
℃
目
上
、
」
く
自
員
』
の
崖
コ
ミ
・
ョ
（
①
』
「
号
は
倉
⑮
目
８
ｓ
の
出
ミ
ョ
ロ
ヨ
』
閂
Ｓ
盲
『
莇
切
壱
、
。
①
ミ
ミ
。
こ
き
｛
Ｃ
囚
①
（
巨
専
『
ヨ
ョ
の
官
皀
ｓ
」
こ
○
ミ
ミ
の
レ
コ
ミ
・
蔓
①

』
司
駄
切
威
ｐ
屋
の
＆
Ｅ
Ｓ
ｄ
ｓ
の
出
ミ
ョ
ロ
ミ
．
ｐ
閂
〔
す
ｓ
坊
切
匡
己
囹
ユ
の
巨
司
勺
斉
ビ
の
（
。
｛
○
四
①
少
叶
は
冒
只
の
切
曾
】
昌
○
巨
司
の
ョ
の
言
の
百
℃
』
巳
．
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ヴ
ァ
ル
の
独
訳
本
（
三
一
一
七
頁
）
の
こ
と
で
あ
る
。
鴎
外
は
先
に
の
べ
た
デ
ュ
ヴ
ァ
ル
の
原
書
を
二
冊
も
っ
て
は
い
た
が
、
こ
の
ド
イ
ツ
語
訳
を
所
持
し
て
は
い
な
か
っ

た
。
ち
な
み
に
東
京
大
学
医
学
部
生
理
学
教
室
は
、
同
書
を
架
蔵
し
て
い
る
。

コ
ル
マ
ン
の
書
（
伽
、
×
焔
巴
は
、
バ
ー
ゼ
ル
大
学
の
解
剖
学
教
授
Ｊ
・
コ
ル
マ
ン
が
著
し
た
も
の
で
、
正
式
の
タ
イ
ト
ル
は
、

し
た
も
の
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。

で
あ
る
。
こ
の
本
は
大
部
な
も
の
で
、
五
六
一
一
一
頁
も
あ
り
、
挿
絵
も
た
く
さ
ん
添
え
ら
れ
て
い
る
。
鴎
外
が
久
米
と
と
も
に
、
明
治
三
十
一
年
か
ら
三
十
三
年
に
か
け
て

ま
ず
『
美
術
評
論
』
に
発
表
し
、
つ
い
で
同
三
十
六
年
二
月
に
画
報
社
か
ら
刊
行
し
た
『
芸
用
解
剖
学
骨
論
之
部
』
（
川
、
×
Ｍ
、
、
厚
さ
約
旧
、
、
奥
付
な
し
）

は
、
そ
の
「
緒
言
芸
用
解
剖
学
の
起
原
及
沿
革
」
に
、
コ
ル
マ
ン
の
著
書
の
記
述
１
ｍ
三
旨
三
二
臺
言
三
三
（
葛
～
二
）
ｌ
と
酷
似

己
の
邑
四
ぬ
ぐ
。
曰
く
の
芹
庁
○
○
日
己
．

宣
昇
Ｎ
四
三
円
の
】
○
ず
の
口
缶
す
ご
］
ロ
ロ
ロ
、
の
ロ
】
口
目
の
門
（
．

二
房
ロ
の
ｏ
匡
屋
◎
ず
の
ロ

同
旨
出
四
ｐ
ｐ

ｍ
ご
局
丙
ご
ロ
の
陣
①
円
・

『
○
口

勺
］
Ｐ
の
武
の
○
画
の
堤

Ｑ
の
の

］
・
【
○
言
ロ
ロ
ロ
Ｐ

○
・
・
・
勺
Ｒ
ａ
の
ｍ
の
。
Ｈ
ロ
の
Ｈ
少
ロ
呉
○
日
】
の
ロ
巨
団
四
ｍ
の
］
．

田
凰
己
凰
、
。

〕
函
函
①
。

函
ロ
ロ
ロ
ヮ
ロ
○
す

シ
ロ
呉
○
日
』
の

ロ
ロ
ロ
丙
ロ
ロ
の
庁

閼
弩
℃
の
厨
．

開
門
の
ロ
ロ
Ｑ
の
。
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日本における美術解剖学

同
書
は
大
型
本
（
伽
、
×
加
四
図
録
が
つ
い
て
い
る
）

の
。
ご
旨
己
・
耳
目
・
の
ｌ
の
。
ご
曰
・
口
の
□
》
の
ご
ロ
①
（
□
・
］
～
ロ
・
缶
）

久
米
は
、
こ
の
稿
を
書
く
と
き
、
ポ
ー
ル
・
リ
ッ
シ
ュ
の
著
述
を
い
っ
さ
い
利
用
し
な
か
っ
た
。
わ
た
し
は
、
久
米
が
参
考
に
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
エ
コ
ー
ル
・
デ
・

ポ
ザ
ー
ル
の
解
剖
学
教
授
マ
テ
ィ
ァ
ス
・
デ
ュ
ヴ
ァ
ル
三
日
三
四
ｍ
□
冒
四
］
の
著
書
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
て
い
た
。
が
、
い
ろ
い
ろ
比
較
対
照
し
て
み
る
と
ど
う
も
ち
が

う
よ
う
に
思
え
た
。
そ
こ
で
さ
ら
に
調
査
し
た
結
果
、
久
米
の
粉
本
の
一
部
が
つ
い
に
判
明
し
た
。
そ
れ
は
デ
ュ
ヴ
ァ
ル
と
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ピ
カ
ル
と
が
共
同
執
筆
し
た
、

つ
ぎ
の
論
著
で
あ
る
。

勺
３
８
口
の
①
の
Ｑ
》
ロ
ロ
の
国
】
の
（
。
】
円
の
Ｑ
の
Ｆ
》
少
ロ
呉
○
日
】
の
勺
］
囚
の
は
Ｃ
口
の

Ｈ
の
ご
門
○
・
口
厨
四
口
〔
］
の
の
○
口
、
】
ロ
ロ
巨
〆
Ｑ
の
Ｆ
の
。
□
四
円
□
ｇ
の

●
●

ぐ
ご
白
色
三
】
◎
ず
の
］
‐
津
ロ
、
の
．
宛
四
℃
与
四
⑩
］
。
○
の
回
○
口
ロ
］
｛
》
の
斤
一

少
ｇ
ｏ
目
ご
ロ
晒
口
の
①
の
ロ
の
三
○
は
○
の
ｍ
の
済
ご
］
］
○
日
ご
①
の
①
（

已
少
ロ
呉
○
日
】
の
。
①
の
三
＆
す
①
の
－
－
－
－
円
【
の
口
斤
の
ご
旨
ロ
○
ず
①
の

○
○
日
ご
ロ
、
己
の
⑦
⑩
ロ
の
『
巴
の
□
曰
自
己
円
の
の
の
】
○
口
の
（
Ｑ
而
曰
武
。
□

●

『
》
宛
巨
の
の
四
冒
庁
１
国
の
ご
○
芦
『

○
口
ぐ
Ｈ
ｐ
ｍ
の
ロ
ロ
ヮ
］
芯
の
ロ
○
】
ｐ
ｅ
ｒ
】
ご
円
巴
の
。
■
の

●
●

冨
昌
三
四
の
己
巨
ぐ
巴
の
（
シ
］
ず
の
耳
四
○
口
］

｝
｛
＆
ｍ
ｏ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
武
口

勺
四
国
の

』
、
⑪
つ

の
庁
○
・で
あ
る
。
久
米
が
、
こ
の
本
の
「
序
文
」
と
そ
れ
に
つ
づ
く
已
少
口
皀
・
二
の
句
］
ロ
の
武
皀
の
の
。
□
三
の
芹
・
言
Ｉ

を
利
用
し
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
久
米
は
同
書
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
知
人
か
ら
借
り
た
か
、
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（
５
）
］
・
○
弓
口
冒
①
“
シ
ロ
ｇ
ｏ
目
】
の
Ｏ
ｏ
Ｂ
ｂ
ｐ
Ｈ
呉
弓
の
。
Ｆ
】
す
門
巴
ユ
の
］
・
‐
団
・
団
臼
］
］
添
円
①
①
芹
【
】
］
の
。
ご
画
画
・
己
・
画
①

（
６
）
両
ロ
◎
『
○
］
○
℃
の
ロ
旨
岸
ロ
］
旨
ロ
ロ
ニ
】
の
。
】
の
ロ
国
の
ご
］
の
耳
の
円
の
の
ロ
ロ
ユ
】
閂
の
は
庁
巨
斤
○
口
の
］
］
口
同
ご
ｏ
『
。
］
○
℃
の
旦
旨
戸
口
］
】
ロ
ロ
四
・
』
①
、
Ｐ
己
。
』
画
①

（
７
）
フ
ラ
ン
ス
の
医
師
、
生
理
学
者
。
一
八
四
四
年
二
月
十
曰
ア
ル
プ
Ⅱ
マ
リ
テ
ィ
ー
ム
県
の
香
水
製
造
で
有
名
な
グ
ラ
ー
ス
で
生
ま
れ
る
。
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
で
医

学
を
修
め
、
一
八
六
九
年
医
学
博
士
と
な
る
。
’
八
七
三
年
パ
リ
大
学
で
医
学
お
よ
び
生
理
学
の
教
授
資
格
を
と
り
、
の
ち
「
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ポ
ー
ザ
ー
ル
」
（
美
術

学
校
）
の
解
剖
学
の
教
授
と
な
る
。
解
剖
学
、
生
理
学
、
組
織
学
に
関
す
る
多
く
の
書
を
著
わ
し
た
。
’
九
○
七
年
パ
リ
に
お
い
て
亡
く
な
っ
た
。

（
８
）
三
日
三
口
の
ロ
ロ
ぐ
ゅ
］
柏
【
の
Ｑ
の
□
）
シ
ロ
呉
○
円
己
の
ロ
］
ど
の
ロ
、
の
Ｑ
の
の
四
１
】
の
（
の
ｍ
・
ロ
ロ
国
三
の
の
１
円
目
官
の
曰
の
国
の
の
用
自
己
の
ｍ
・
句
四
回
の
．
〕
＄
］
・
己
・
＠

（
９
）
］
の
ロ
ロ
ー
ｏ
＆
す
の
１
，
巴
ぐ
□
ぬ
の
叩
鈩
ロ
呉
○
日
】
の
ロ
ロ
の
］
四
ｓ
異
の
巨
円
○
○
日
ワ
呉
薗
日
・
ロ
己
已
』
Ｂ
す
］
の
ロ
ロ
〆
す
の
四
巨
〆
自
己
。
■
月
日
〕
註
。
①
の
。
の
》
ロ
①
の
曰
巨
の
。
］
の
の
。
。
巨

閂
目
の
○
口
口
〕
の
閂
巨
①
Ｑ
の
の
ロ
］
○
巨
ぐ
の
ロ
〕
①
目
印
や
こ
の
の
ｂ
Ｈ
ｏ
ｂ
ｏ
Ｈ
武
○
口
の
①
庁
口
の
の
○
四
円
四
○
（
の
円
の
の
Ｑ
巨
○
。
【
己
の
己
巨
Ｒ
ｐ
四
】
ロ
。
□
の
Ｆ
・
旨
口
ご
国
ロ
】
の
風
の
。
①
シ
白
四
ご
Ｐ
の
。
ｂ
四
国
の
。
］
、
①
『

〆~、／■、〆白、／■、

１８１７１６１５
、.ノ辿一ノ里.’邑一ノ 勺

四
回
ｐ
］
、
画
騨
□
・
画
一
、

（
Ｅ
）
注
（
８
）
の
一
○
頁
。

（
田
）
注
（
５
）
の
閂
昌
『
・
目
昌
・
ロ
を
参
照
。

（
Ⅲ
）
］
。
■
ロ
．
○
・
Ｆ
・
の
Ｄ
Ｐ
『
丙
の
の
血
シ
日
ロ
ロ
ロ
巴

Ｈ
ロ
の
○
口
口
厨
ロ
ロ
①
Ｑ

（
、
）
同
右
、
一
頁
。

（
ｕ
）
三
・
○
○
色
耳
目

（
Ⅳ
）
因
□
曰
○
ロ
ロ
］
・
句
の
『
己
の
亜
鈩
耳
の
亘
旦
の
昌
の
》
シ
ロ
呉
Ｏ
Ｂ
］
》
□
○
ぐ
の
Ｈ
勺
巨
ロ
］
】
８
菌
。
Ｐ
百
○
・
Ｚ
の
ぎ
目
。
『
丙
．
ご
誤

（
肥
）
森
林
太
郎
「
造
形
的
解
体
学
に
つ
き
て
ギ
ョ
オ
テ
が
言
ひ
お
き
し
こ
と
」
『
国
民
の
友
』
所
収
（
明
治
型
。
４
）
を
参
照
。
こ
の
中
で
「
東
京
美
術
学
校
の
嘱
託
を
受

け
て
、
其
生
徒
の
た
め
に
造
形
的
解
体
学
を
講
ぜ
む
と
て
、
材
料
と
す
べ
き
も
の
、
か
れ
こ
れ
と
集
め
み
る
ほ
ど
に
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
田
）
『
高
村
光
太
郎
選
集
Ｖ
』
（
中
央
公
論
社
、
昭
和
二
十
六
年
十
一
一
月
）
、
’
一
一
○
頁
～
’
一
二
頁
。

美
校
の
図
書
館
か
ら
借
り
だ
し
て
利
用
し
た
可
能
性
が
高
い
。

●Ｔ
￣の

胃
○
ず
ロ
ユ
の
の
国
の
一

同
右
、
二
一
一
一
一
頁
。

三
・
○
○
日
は
目
白
ロ
。
］
○
］
○
℃
⑩
ｓ
の
二
○
□
の
日
の
・
○
口
□
］
。
【
】
○
口
ご
巴
門
の
□
す
『
厨
の
□
①
印
の
ｏ
］
の
ｐ
Ｏ
の
の
．
□
の
の
］
の
耳
の
円
の
の
（
Ｑ
の
の
四
耳
の
》
○
ず
の
国
三
○
口
、
】
の
口
ご
ｐ
ロ
ヮ
日
冨
の

●
●

○
ず
胃
］
の
の
国
の
］
］
血
目
ぽ
の
シ
ロ
呉
○
日
『
四
口
□
勺
亘
」
○
の
○
℃
酉
ご
○
命
同
Ｈ
ご
門
の
ｍ
の
〕
○
口
ロ
の
○
○
口
ロ
の
○
（
の
ロ
ゴ
「
】
｛
ず
国
曰
の
Ｐ
『
（
の
．
］
○
ケ
ご
言
巨
円
日
］
ご
Ｆ
○
口
Ｑ
ｏ
Ｐ
Ｅ
←
←
》
己
・
画
］
』

●

○
・
Ｆ
・
の
ご
日
丙
の
の
血
鈩
曰
口
ロ
ロ
ロ
］
。
、
シ
円
威
の
画
○
し
ロ
呉
○
日
］
命
。
Ｈ
弓
の
口
の
①
○
ｍ
の
庁
巨
。
①
ロ
（
の
ご
シ
ュ
・
団
巴
｝
］
の
『
の
。
目
ご
□
巴
』
四
目
Ｑ
Ｏ
ｏ
Ｈ
ご
Ｆ
ｏ
ｐ
Ｑ
ｏ
Ｐ
〕
雷
、
》
で
．

(46）１２５



日本における美術解剖学

（
棚
）
注
（
弧
）
の
九
頁
。

（
Ⅳ
）
シ
］
］
、
の
曰
の
旨
の
の
い
の
邑
丙
○
口
・
臼
四
一
口
の
ロ
ロ
の
ご
【
ご
ロ
の
芹
一
の
円
．
『
の
ユ
ロ
、
ぐ
。
□
向
・
少
・
の
①
①
日
四
口
目
・
Ｐ
の
】
己
凰
Ｐ

（
詔
）
岡
田
三
郎
助
「
ホ
ン
テ
ヱ
子
ｌ
村
の
コ
ラ
ン
先
生
」
（
『
中
央
美
術
」
十
二
号
所
収
、
大
正
５
．
，
）
．

（
羽
）
和
田
英
作
「
コ
ラ
ン
先
生
の
追
憶
」
（
「
中
央
美
術
』
十
二
号
所
収
）
。

（
稲
）
注
（
記
）
の
八
頁
。

（
弧
）
隈
元
謙
次
郎
『
黒
田
清
輝
」
（
曰
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
四
十
一
年
六
月
）
、
二
頁
。

（
妬
）
久
米
桂
一
郎
三
ラ
ン
先
生
追
憶
」
（
『
美
術
』
第
二
巻
第
二
号
所
収
）
。

（
詔
）
注
（
釦
）
を
参
照
。

（
釦
）
「
私
の
学
生
時
代
」
Ｓ

（
Ⅲ
）
『
久
米
桂
一
郎
日
記
』

（
鉋
）
注
（
Ⅲ
）
の
一
二
頁
。

グー、／￣、グー、グー、

２９２８２７２６
出=ノ出＝ノミーノ、‐ノ

（
卯
）
『
久
米
桂
一
郎
曰
記
』
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
平
成
二
年
三
月
）
、
九
一
頁
。

（
Ⅲ
）
『
黒
田
清
輝
曰
記
』
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
昭
和
四
十
一
年
七
月
）
、
’
六
二
頁
。

（
皿
）
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ト
ー
ク
『
教
え
子
が
語
る
久
米
先
生
の
こ
と
』
」
（
久
米
美
術
館
『
館
報
』
第
十
四
号
、
平
成
９
．
３
．
１
）
。

（
昭
）
西
田
正
秋
「
久
米
先
生
の
御
逝
去
」
弓
ア
ト
リ
エ
』
第
十
一
巻
・
九
号
所
収
）
。

（
皿
）
舗
蠅
＋
鱗
形
『
東
京
美
術
学
校
の
歴
史
』
（
曰
本
文
教
出
版
株
式
会
社
、
昭
和
五
十
二
年
一
一
一
月
）
、
九
五
頁
。

（
妬
）
岡
本
一
平
『
へ
ぼ
胡
瓜
』
（
大
曰
本
雄
弁
会
、
大
正
十
年
五
月
）
に
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
出
て
く
る
。
ま
た
『
一
平
全
集
第
二
十
巻
』
（
大
空
社
、
平
成
三
年
十
一
一

月
）
所
収
の
清
水
篦
執
筆
「
岡
本
一
平
伝
」
に
よ
る
と
、
カ
ン
ニ
ン
グ
学
生
は
、
｜
平
そ
の
人
と
な
っ
て
い
る
。

久
米
桂
一
郎
の
自
筆
履
歴
書
（
久
米
美
術
館
蔵
）
に
よ
る
。

『
久
米
桂
一
郎
留
学
一
○
○
年
記
念

久
米
桂
一
郎
と
フ
ラ
ン
ス
』
（
久
米
美
術
館
、
平
成
元
年
）
の
年
譜
を
参
照
。

「
私
の
学
生
時
代
」
ｓ
美
術
新
報
』
第
三
巻
・
第
十
二
号
所
収
）
。

『
久
米
桂
一
郎
日
記
』
の
三
輪
英
夫
の
「
解
題
」
を
参
照
。

『
へ
ぼ
胡
瓜
』
、
八
四
頁
。

『
館
報
』
（
第
十
四
号
、
記
平
成
９
．
３
．
１
）
。

ご
］
函
を
参
照
。
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（
虹
）
鹿
子
木
孟
郎
（
一
八
七
四
～
一
九
四
一
）
は
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
○
一
）
六
月
パ
リ
に
到
着
後
、
コ
ラ
ン
に
素
描
を
ま
な
ぶ
か
た
わ
ら
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
で
古
代

彫
刻
の
模
写
を
お
こ
な
っ
た
。
翌
明
治
三
十
五
年
「
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ジ
ュ
リ
ァ
と
の
素
描
教
程
で
学
ふ
一
方
で
、
「
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ポ
ザ
ー
ル
」
の
聴
講
生
と
な
り
、

エ
ド
ゥ
ァ
ー
ル
・
キ
ュ
イ
ェ
（
マ
テ
ィ
ァ
ス
・
デ
ュ
ヴ
ァ
ル
の
弟
子
）
に
つ
い
て
美
術
解
剖
学
の
講
義
を
う
け
た
（
三
重
県
立
美
術
館
編
『
没
後
五
○
年
鹿
子
木
孟

郎
展
』
カ
タ
ロ
グ
を
参
照
）
。

宮
永
美
知
代
「
そ
の
後
の
美
術
解
剖
学
」
（
『
美
の
内
景
』
所
収
）
、
二
一
一
頁
。

注
（
灯
）
の
二
○
頁
。

注
（
灯
）
の
一
三
頁
。

注
（
蛆
）
の
一
○
四
六
頁
。

注
（
蛆
）
の
一
○
四
七
頁
。

『
館
報
』
（
第
一
号
、
昭
｛

注
（
咄
）
の
一
○
○
三

注
（
蛆
）
の
八
九
四
頁
。

注
（
蛆
）
の
一
○
○
四
頁
。

『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史

注
（
蛆
）
の
九
○
七
頁
。

注
（
蛆
）
の
九
八
五
頁
。

『
東
京
美
術
学
校
一
覧
』
（
大
正
咽
・
皿
・
釦
）
、
九
六
頁
。

『
人
体
美
学
下
巻
ｌ
美
術
解
剖
学
を
基
礎
と
し
て
』
（
青
蛾
書
房
、
平
成
五
年
五
月
）
．

宮
永
美
知
代
「
後
継
者
西
田
正
秋
の
美
術
解
剖
学
（
人
体
美
学
と
（
久
米
美
術
館
『
美
の
内
景
』
所
収
）
、
一
九
頁
。

『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
第
三
巻
』
（
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
刊
行
委
員
会
、
平
成
九
年
三
月
）
、
八
九
四
頁
。

注
（
蛆
）
に
お
な
じ
。

『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
第
一
巻
』
（
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
刊
行
委
員
会
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
）
、
二
九
九
頁
。

西
田
正
秋
「
恩
師
久
米
先
生
と
の
避
遁
」
Ｓ
館
報
』
昭
和
印
。
１
．
１
）

第
一
号
、
昭
和
朋
・
１
．
１
）
。

の
一
○
○
一
頁
。
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（
帥
）
宮
永
美
知
代
「
曰
本
に
お
け
る
美
術
解
剖
学
小
史
」
［
六
一
一
一
頁
～
七
○
頁
］
（
『
形
態
科
学
』
第
五
巻
第
二
号
所
収
、
平
成
十
四
年
一
一
一
月
）
。
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ＡｒｔＡｎａｔｏｍｙｉｎｊａｐａｎ

IntheRenaisSanceofthel5thcenturyinltaly，whenrealismbeganto

prevailovertheartisticworld，suchartistsasLeonardodaVinci，

MichelangeloandRaffaelloSantiattendedtohumananatomywithkeen

interestasameanstoregeneratetheｅｘａｃｔｏｕｔｌｉｎｅｏｆｈｕｍａｎｂｏｄｙｉｎｔｈｅｉｒ

canvasesorinmarble．Ｔｈｅｕｓｅｏｆｈｕｍａｎａｎａｔｏｍｙｆｏｒｐｌａｓｔｉｃａｒｔｓｃａｍｅ

ｉｎｔｏｔｈｅｗｏｒｌｄａｌｌａｔｏｎｃｅｉnltaly・Theseartistsnotonlystudiedanatomy

butactuallydissectedhumanbodieswithsurgicalkniveswhichwasanun

heard-ofoccurrenceinthelonghistoryofanatomy．

ＴｈｉｓｗａｓｃａｌｌｅｄＡ"αtomjaartistjcaorA"αtomiapittoricainlateryears・

Thoughtheoutbreakofartanatomyoriginatedintherealisticapproachto

allthings，ｔｈｉｓｐｈｅｎｏｍｅｎｏｎｄｉｄｎｏｔｃｏｍｅｉｎｔｏｅｘistenceintheEastwhere

realismwasnotsopredominant．

ThisessaydealswiththehistoricaｌＪａｐａｎｅｓｅｖｉｅｗｓｏｆａｒｔａｎａｔｏｍｙａｓ

ｅｘpressedintheirpublicationsandthesuccessiveteachersengagedin

teachingthesubjectatTokyoBijutsｕＧａｋｋｏ（laterTokyoNational

UniversityofFineArtsandMusic）fromtheMeijiperiodupuntilthe

presenttime．

Lookingbackupontheearlydayswheｎａｒｔａｎａｔｏｍｙｗａｓｋｎｏｗｎｔｏｔｈｅ

ａｒｔｉｓｔicworldinJapan,wemustrememberKinkichiroHonda（1850～1921）

ｗｈｏｆｉｒｓｔｔａｕｇｈｔａｂｏｕｔｉｔｔｏｔｈｅｐｕｂｉｌｓａｔ‘`Sh6gido，，，aprivateartschoolin

Tokyointheｌ３ｔｈｙｅａｒｏｆｔｈｅＭｅｉｊｉｅｒａ（i・el880)．Hondahadagood

knowledgeofEnglishandenjoyedreadingthebooksonarｔｗｈｉｃｈｈｉｓ

（50）１２１



日本における美術解剖学

respectedteacherShmkuroKunisawａ（1847～1877）hadbroughtfrom

England

Hondalecturedonartanatomyintranslating‘`Ａ"αto川ｑ／ｔｈｅｈｚＬｍａ７ｚ

/Zgure，，byHenryWarren（1784～1879）containedintheWinsorandNewton，s

seriesofHand-BooksonArtvolⅡ，WinsorandNewton，London，1856．

ＷｈａｔＨｏｎｄａｔａｕｇｈｔｔｏｔｈｅｐｕｐｉｌｓｗａｓｎothingmorethanarepetitionof

HenryWarren'swords，ｂｕｔｉｔｗａｓａｌａｎｄｍａｒｋｉｎｔｈｅｓｐｒｅａｄｏｆartanatomy

becausehewasapioneerｉｎｔｈｅｆｉｅｌｄ．

ThefirstformaleducationofartanatomyinJapanstartedat

KObuBijutsuGakko，agovernmentartschoolfoundedinNovemberl876

andabolishedinJanuaryl883、Ky6heiTamakoshi，ananatomistatTokyo

university，ｂｅｇａｎｔｏｔｅａｃｈａｎａｔｏｍｙｔｗｏｔｉｍｅｓａｗｅekforartstudentsfrom

Januaryinthｅｌ４ｔｈｙｅａｒｏｆｔｈｅＭｅｉｊｉｅｒａ（i・el881)．Whathefaught

remainsunknown；however，ｉｔ，squiteconceivablethatheexplainedmainly

thestructureofthehumanbody（osteologyandmusculature)，totheart

studentswithoutmentioningtherelationshiptotheplasticarts．

AftertheabolitionofKObuBijutsuGakko,TokyoBijutsuGakko（later

TokyoNationalUniversityofFineArtsandMusic）wasfoundedin

Februaryl889・Withtheopeningoftheschool,SadayukiGoto（1849～1903)，

anexpertonhorses，beganteachingartanatomyontherecommendationof

K6unTakamura（1852～1934)，afamoussculptoratthattime．

Gotowasformerlyawarriorofwakayamaclanandhadbeenabsorbedin

studyinghorsessincehewasacavalrysoldier、Hefirsttaughthorse

anatomyandthenhumananatomytothestudents・Ｔｈｏｕｇｈｈｅｋｎｅｗｗｅｌｌ

ｏｆｈｏｒｓｅｓｉｎgeneral，hemusthavelackedatechnicalknowledgeofthem・

Consequentlyhelookedtothetechnicalbooksonhorsesandhuman

anatomyforhelp．
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Gototaughtthesubjectinthe23rdyｅａｒｏｆｔｈｅＭｅｉｊｉｅｒａ(Le､1889)ａｎｄ

ｉｎｔｈｅ２８ｔｈｙｅａｒｏｆｔｈｅｓａｍｅｅｒａ(i・el895)foronlytwoyearsatirregular

intervals．

AfterGoto,RintaroMori(αJmsOgaiMori,1862～1922),ａｎａｒｍｙｓｕｒｇｅｏｎ

ａｎｄａｎｅｍｍｅｎｔｗｒｉｔｅｒ，tookchargeofthelectureandbeganteachingthe

subjectfromSeptembeｒｉｎｔｈｅ２４ｔｈｙｅａｒｏｆｔｈｅＭｅｉｊｉｅｒａ（i､e､1891）ｕｎｔｉｌ

２７ｔｈｙｅａｒｏｆｔｈｅｓａｍｅｅｒａ(i､el894)foraboutthreeyears．

ＭｏｒｉｈａｄａｎｅｘｃｅｌｌｅｎｔｌｍｏｗｌｅｄｇｅｏｆＧermanandlookedforreference

bookｓｏｎａｒｔａｎａｔｏｍｙａｔｈｏｍｅａｎｄａｂｒｏａｄｂｅforeteaching，Ｗｈａｔｈｅｆｏｕｎｄ

ｍｏｓｔｕｓｅｆｕｌｗａｓｔｈｅｂｏｏkentitled‘`PJastjscheA7zatomjeaesMb"schJiche〃

KUmemEj〃ＨｔＭ６ｍｃｈ〃ｒＫｉｉ"stJerα"cMzL"st／ＭＬａｅ,Verlagvonveit＆

comp，１８８６，，，writtenｂｙＪ・Kollmann，aprofessorofanatomyatBasel

universityinSwitzerlandMoriproceededwithhislecturebasedonthis

book．

Heleftpart-timeserviceinthe28tｈｙｅａｒｏｆｔｈｅＭｅｉｊｉｅｒａ(i・el895)ａｎｄ

ｒｅｓｕｍｅｄｈｉｓｏｆｆｉｃｅｉｎＭａｒｃｈｏｆｔｈefollowingyear、Insteadofteachingart

anatomy，ｈｅｂｅｇａｎｔｏｔｅａｃｈａｅｔｈｅｔｉｃｓａｎｄｔｈｅｈｉｓｔｏｒｙｏｆａｒｔａｔｔｈｉｓｔｉｍｅ．

ＩｎＡｐｒｉｌｉｎｔｈｅ２９ｔｈｙｅａｒｏｆｔｈｅＭｅｉｊｉｅｒａ（i・el896)，KeiichiroKume

(1866～1934),asonofthefamoushistorianKunitaｋｅＫｕｍｅ,wasemployed

asateacherofarclleoｌｏｇｙａｎｄａｒｔａｎａｔｏｍｙｏｎｔｈｅｒｅｃｏｍｍｅｎdationofSeilEi

Kuroda（1866～1924)，thenaprofessorofWestern-stylepaintingKuroda

wasKume，sbestfriend，andbothofthemstudiedtogetherinParisげKume

taughtnotonlythesesubjectsbutdesignandFrenchaswell．

１nJulyinthel9thyearoftheMeijierａ(Le､1888),KumeleftYokohama

forFrancetostudyWesternpaintingandreturnedhoｍｅｉｎＪｕｎｅｉｎｔｈｅ

２５ｔｈｙｅａｒｏｆｔｈｅｓａｍｅｅｒａ(i､e､1893),afterstayinginFranceforaboutseven

years・InPaliswhilestudyingdrawingunderRaphaelCollinatl，acad6mie
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＝

Colarossi，heattendedanightschoolofEcoledesbeaux-arts（nowadays

EcoleNationalSuperieuredesbeaux-arts）twotimesaweektolearn

perspectiveandanatomyunderProf､MathiasDuval（1844～1907)＿

Ｋｕｍｅｗａｓｎｏｔｏｎｌｙａｓｔｅｒｎｔｅａｃｈｅｒｂｕｔadevoteeofanatomy・Ｈｅｗａｓｓｏ

ｋｅｅｎｏｎｔｅａｃｈｉｎｇａｎａｔｏｍｙｔｈatheoftentookhisstudentstoTokyo

universitytodemonstrateanatomyinperson・Ｏｎｔｏｐｏｆｔｈａｔ，hespeedily

installedadissectingｒｏｏｍｏｎｔｈｅｃａｍｐｕｓ，makinghisstudentsdrawhands

andfeｅｔｏｆｔｈｅｄｅａｄｂｏｄｉｅｓdissectedbyanassistantsenttherefromTokyo

university．

Sometimesstudentsparticipatedindissectinghumanbodies・Ｋｕｍｅ，s

teachingmethodwasmorepracticalthanmeretheory・Thoughhewasnot

aqualifiedanatomist，hewasquiteacompetentteacher・Asapopular

professorhetaughtartａｎａｔｏｍｙｆｏｒｍｏｒｅｔｈａｎ３０ｙｅａｒｓａｎｄｒｅtiredfrom

officeinMarchinthel5ｔｈｙｅａｒｏｆｔｈｅＴａｉｓｈｏ(i､el926)．

ＷｈｉｌｅＫｕｍｅｗａｓｉｎｏｆｆｉｃｅ，acommonernamedShUnjiroAraifrom

SaitamaprefecturetaughtanatomyｉｎｔｈｅｙｅａｒｏｆｔｈｅＭｅｉｊｉ３０ｓＡ１ｓｏ,the

ex-warriornamedSeichiTanifromTochigiprefecturetaughtanatoｍｙｉｎ

ｔｈｅｙｅａｒｏｆｔｈｅＭｅｉｊｉ４０ｓ．

Whenresigninghisoffice，KumeputMasaakiNishida（1901～1987）in

chargeofartanatomy・NishidamajoredinWestern-stylepaintingat

TokyoBijutsuGakkoandgraduatedfromtheschoolwithhonour・While

inschoolhetookKume，slessonsfortwoyears・Kumewasfaithfultothe

Frenchacademismbut，Nishidadifferedinhisapproachtoartanatomy，

contrarytohisrespectedteacher．

NishidapaidattentiontothelatentmovementoflVO-masks，ｔｈｅｓｔｙｌｅｏｆ

ｓｔｏｎｅｉｍａｇｅｓａｎｄｔｈｅｆｏｒｍｓｏｆｈｕｍａｎｆａｃｅｓｆｒｏｍｔｈｅｐｏｉｎｔｏｆａｒtanatomy・

Ｉｎａｗａｙｗｈａｔｈｅｗａｓｃｏｎｃｅｒｎｅｄａｂｏｕｔｗasmorphology・Ｈｅｗｒｏｔｅｍｏｒｅ

ｌｌ８（53）



than2501ongandshortarticlesfornewspapersandmagazinesuntil“Biju-

tsuKaibogakuRonko'，（『美術解剖学論孜』）waspublishedbySeibishobo

publishingCo.,ｉｎＪａｎｕａｒｙｉｎｔｈｅｌ９ｔｈｙｅａｒｏｆＳｈｏｗａ(i,e､1944)．

Nishidashowedhisinterestinhumanaetheticswiththeatergoingor

visitingoldtemplesorshrines・Ｈｅｗａｓｍｈｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎｆｏｒ４３ｙｅａｒｓａｔ

ＴokyoBijutsuGaklKoorTokyoNationalUniversityofFineartsandMusｉｃ

ａｎｄｌｅｆｔｔｈｅｓｅｒｖｉｃｅｉｎＭａｒｃｈｉｎｔｈｅ４４ｔｈｙｅａｒｏｆＳｈｏｗａ（i､e､1969)．In

Decemberinthefollowingyear，ｈｅestablished“BijutsuKaibogaku

Kenkyukai(LeSocietyforartanatomy)andwaselectedaspresident、After

leavingtheschoolhegotajobatBunkaFukusoGakuin（laterBunka

Women'suniversity）andlecturedon“humanaesthetics''tothestudents

untilheresignedhiｓｐｏｓｔｉｎＭａｒｃｈｉｎｔｈｅ５６ｔｈｙｅａｒｏｆＳｈｏｗａ(i､e､1981)．

KihoNakamura（1921～2002）succeededNishidainhispost、Soonafter

graduatingfromOsakaK6geiGakko，heenteredtheschoolforcavalry

soldiersanddepartedforthefrontinChinaaftergraduation・When

demobilizedinSpringinthe21sｔｙｅａｒｏｆＳｈｏｗａ（i､e､1946)，heentered

TokyoBijutsuGakkoandgraduatedfromtheschoolinthe25thyearof

Showa（Ｌｅ､1950)．Laterhebecamearesearchworkerattheschoolof

medicineofTokyouniversity・Ｉｎｔｈｅ４２ｎｄｙｅａｒｏｆＳｈｏｗａ（Ｌｅ､1967）he

enteredtheserviceofTokyoGeijutsuDaigaku（i､eTokyoNational

UniversityofFineartsandMusic）asalecturer、Subsequentlyhewas

promotedtoprofessorship．

Nakamura，ｓsubjectmatterwasfemininebeauty・Hediscussedtheforms

orthebeautyoffemininebodiesandpublishedquiteafewbooksonhis

observationsoflivingbodies・ＩｎｔｈｅｆｉｒｓｔｙｅａｒｏｆｔｈｅＨｅｉｓｅｉ(i､el989),he

resignedhispostduetoretirement．

Nakamura，ssuccessorwasAkiraTakahashi(1932～）,whowaseducated

atthesciencefacultyofTokyouniversity、LaterheworkedforTokyo
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KyoikuDaigaku（NowadaysTsukubauniversity）asateacherofanatomy

forphysicalculture．

ＩｎｔｈｅＳｐｒｉｎｇｏｆｉｎｔｈｅ６４ｔｈｙｅａｒｏｆＳｈowa(i,ｅ､1989)，hewasemployed

atTokyoGeijutsuDaigakuasprofessor・ＩｎＪｕｌｙｉｎｔｈｅ６ｔｈｙｅａｒｏｆｔｈｅ

Ｈｅｉｓｅｉ(i､e､1994)，“BijutsuKaiboGakkai，，（i､e・Societyofartanatomy)was

establishedwithhimasleader・Ｈｅｉｓａｌｓｏｋｎｏｗｎｆｏｒｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇｐｒｉｍersfor

artanatomy・Manymembersthroughoutallthebranchesofart，medicine

andhunlanengeeringjoinedthesociety．

AfterTakahashiresignedhispostiｎＭａｒｃｈｉｎｔｈｅ６ｔｈ

(i・el994),AkioYamauchitookhisplace・Yamauchi

anatomistandhastranslatedlotsoftechnicalbooksbut

helefttheschoolthisyear．

yearoftheHeisei

iseveryinchan

duetoretirement

NowadaysstudiesofartanatomyinＪａｐａｎａｒｅｃｅｎｔｅｒｅｄｉｎｔｈｅｓｅｍｉｎａｒｏｆ

TokyoGeijutsuDaigakuwithexcellentassistantsandananatomistsuchas

Dr・MichiyoMiyanaga，YoshioltoandDrSakuraiasleader・Artanatomy

inJapanwillprosperhereafterasalearningofhumanfiguresbeingbased

onhumananatoｍｙ．

２４thJune2003

ProfTakashiMiyanaga
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